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「
自
律
神
経
は
5
0
歳
を
過
ぎ

る
と
、
野
生
動
物
で
あ
れ
ば
自
然

界
で
生
き
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

下
が
る
」。
そ
う
語
る
の
は
、
自
律

神
経
の
名
医
・
順
天
堂
大
学
医
学

部
の
小
林
弘
幸
教
授
で
す
。
避
け

て
通
れ
な
い
老
い
の
真
っ
た
だ
中

で
、
自
律
神
経
を
整
え
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
習
慣
を
身
に
付
け
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
?

生
き
て
い
く
上
で
最
大
の
難
関

と
も
い
え
る
の
が
人
間
関
係
。
そ

の
す
べ
て
を
握
る
の
が
、
他
人
か

ら
ど
う
思
わ
れ
た
い
か
、
と
い
う

人
か
ら
の
評
価
で
す
。
特
に
生
き

て
い
く
上
で
は
、
ご
近
所
づ
き
あ

い
か
ら
会
社
の
勤
務
査
定
ま
で
、

他
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
。
組
織
に
所
属
し
て
い
る
限
り

は
、
む
し
ろ
す
べ
て
が
人
か
ら
の

評
価
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。
上
司
か
ら
「
あ
い
つ
は
ダ

メ
だ
な
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
同

僚
か
ら
「
あ
の
人
は
す
ご
い
な
あ
」

と
言
わ
れ
た
い
。
中
に
は
目
標
を

そ
こ
に
設
定
し
て
、
そ
の
為
に
頑

張
っ
て
き
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
自
律

神
経
の
視
点
か
ら
い
う
と
、
人
か

ら
の
評
価
を
気
に
す
る
こ
と
は
、

相
当
自
律
神
経
を
乱
し
ま
す
。

私
は
日
ご
ろ
か
ら
、
本
当
の
意

味
で
の
人
生
の
成
功
者
と
い
う
の

は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
人
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
人
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
関
係

な
い
、
自
分
の
道
を
信
じ
て
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
や
る
人

間
こ
そ
、
人
生
の
勝
者
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

再
三
、
他
人
の
目
を
気
に
し
て
、

評
価
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
か
ら
解

放
さ
れ
る
の
が
定
年
で
す
。
他
人

の
基
準
を
自
分
の
基
準
に
書
き
換

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
を
や
っ

た
ら
評
価
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
す
れ
ば
売
上
に
結
び
付

く
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
基

準
か
ら
、「
自
分
は
何
を
や
り
た
い

か
」
こ
こ
に
人
生
の
軸
を
置
き
換

え
る
と
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
光
東
照
宮

の
サ
ル
に
な
り
き
れ
ば
間
違
い
な

く
う
ま
く
い
き
ま
す
。「
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
」
と
い
う

姿
勢
が
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。
余

計
な
も
の
を
見
る
か
ら
隣
の
芝
生

が
青
く
見
え
て
迷
い
が
出
ま
す
。

嫉
妬
や
迷
い
の
感
情
は
自
律
神
経

を
乱
し
ま
す
。
余
計
な
こ
と
を
言

う
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
り
後

悔
し
た
り
、
余
計
な
こ
と
を
聞
く

か
ら
心
配
ご
と
が
増
え
た
り
不
安

が
つ
の
っ
た
り
…
…
。
結
局
「
ゴ
ー

イ
ン
グ
・
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
が
一
番
。

い
い
人
生
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

日
光
の
サ
ル
に
徹
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
教
え
は
究
極
の
人
生
の

過
ご
し
方
だ
と
思
い
ま
す
。
現
役

生
活
の
間
は
な
か
な
か
そ
う
も
い

か
な
か
っ
た
方
も
、
定
年
後
は
で

き
な
い
理
由
は
な
い
で
し
ょ
う
。

いい老後になるか否か… 日光三猿に学ぶ

販促カレンダー＜２月＞　如月

二
月
礼
者
、三
重
尾
鷲
ヤ
ー
ヤ
祭
り (

〜
５
日) 

石
川
竹
割
り
祭
り
、・
愛
知
豊
橋
鬼
祭
り(

〜
11
日)

初
午
、宮
城
米
川
水
か
ぶ
り
、和
歌
山
新
倉
神
社
御
燈
祭

立
春
節
分

針
供
養

千
葉
茂
名
の
里
芋
祭

京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭

天
皇
誕
生
日
、京
都
五
大
力
尊
仁
王
会

群
馬
上
州
白
久
保
の
お
茶
講

三
重
伊
勢
神
宮
祈
年
祭
、青
森
八
戸
え
ん
ぶ
り(

〜
20
日)

、京
都
居
籠
祭(

15
日
〜)

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、奈
良
長
谷
寺
だ
だ
お
し

雨
水 建

国
記
念
日
、東
京
徳
丸
北
野
神
社
田
遊
び
、茨
城
水
戸
の
梅
ま
つ
り(

〜
３
月
末)

日
蓮
大
聖
人
御
誕
生
会

涅
槃
会
、福
井
水
海
の
田
楽
能
舞
、福
島
信
夫
三
山
暁
参
り
、横
手
の
か
ま
く
ら(

〜
16
日)
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１日（1953年）

NHK東京テレビ開局祝
賀式のあと舞台中継な
どを放送。日本初のテレ
ビ本放送となる。

日本初のテレビ
本放送開始

2日（1976年）

黒柳徹子が司会を務め
るトーク番組。40年を
超える長寿番組。初回の
ゲストは森繁久彌。

『徹子の部屋』
の放送開始

3日（1958年）

若乃花幹士（第65代横
綱・貴乃花の叔父）が第
45代横綱に昇進。栃錦
と共に栃若時代を築く

若乃花が
横綱に昇進

4日（2004年）

アメリカでサービスを
開始。日本語版は2008
年に公開。2012年9月に
はユーザー数が10億人
を超えた。

「Facebook」が
開設される。

7日（1998年）

20世紀最後の冬季オリ
ンピック。冬季オリンピ
ックとしては、最も南に
位置する都市で開催さ
れた。

長野オリンピック
開催

8日（1887年）

通信省のマークが「丁」
に決定。6日後、カタカ
ナの「テ」を図案化した
「〒」に変更される。

郵便マークが
決定される

9日（1948年）

「セーラー万年筆」が業
界のトップを切ってボー
ルペンを発売。ブームの
導火線となる。

初の国産ボー
ルペンが発売

10日（1988年）

ファミリーコンピュータ
用のゲームソフト。量販
店の前に数㎞の行列が
できるなどの社会現象
を巻き起こした。

『ドラゴンクエスト III 
そして伝説へ…』発売

13日（1875年）

すべての国民が姓を名
乗ることを義務づけら
れる。

「平民苗字必称
義務令」布告

世界初の
レトルトカレー発売

14日（1946年）

世界初のデジタル電子
計算機（コンピュータ）
がアメリカのペンシル
バニア大学で公開され
る。

世界初の
コンピュータ公開

15日（2005年）

アメリカのカリフォルニ
ア州で設立されたサー
ビス。初めて動画が投稿
されたのは同年4月23
日である。

「YouTube」が
スタート

16日（1883年）

東京気象台が、ドイツ人
気象学者の指導の下、7
色刷りの日本初の天気
図を作成する。

日本初の
天気図を作成

19日（1907年）

警視庁が日本初の自動
車運転規則「自動車取
締規則」を制定。スピー
ド制限等が定められる。

日本初の自動車
運転規則制定

20日（1997年）

大阪市西区にある多目
的ドーム球場兼複合レ
ジャー施設。2006年か
ら呼称が京セラドーム
大阪になった。

大阪ドームが
完成

21日（1872年）

「毎日新聞」の前身。現存
する日刊紙では最も古
い歴史を誇る。世界初の
新聞戸別配達を実施し
た。

「東京日日新聞」
が創刊

22日（1989年）

佐賀県教育委員会の発
掘調査で、吉野ヶ里に弥
生時代の大集落が存在
していた事が確認。

「吉野ケ里遺跡」が
確認される

25日（1978年）

『未知との遭遇』が公開
され、SF映画ブームの火
付け役に。同年に『スタ
ーウォーズ』も公開され
ている。

『未知との遭遇』が
日本で公開

26日（1914年）

太平洋と大西洋を連絡
する運河。当初はフラン
ス人技師が工事を進め
ていたが失脚。アメリカ
が引き継ぎ完成させた。

パナマ運河開通

5日（1920年）

「大学令」が施行され、慶
應義塾大学と早稲田大
学が初の私立大学とし
て許可される。

私立大学が認可
6日（2011年）

日本相撲協会は2011年
春場所の中止を決定。本
場所中止は65年ぶり
で、不祥事を理由とした
中止は初。

大相撲
八百長問題

11日（1889年）

これを祝い考え出され
てたのが「万歳」の発声
で、この日初めて「万歳
三唱」が行われる。

「大日本帝国憲法」
が発布

12日（1968年）

レトルトカレーの『ボン
カレー』が大塚食品から
発売。初めは阪神地区で
限定販売であった。翌年
5月から全国で販売。

17日（1925年）

エジプトで発見。純金製
の棺桶など3000点以
上の品々が埋葬されて
おり、「世紀の発見」と言
われた。

ツタンカーメン王
の墓が発見される

18日（1950年）

「さっぽろ雪まつり」の
第1回大会が開会。6つ
の石像を札幌市の中
学・高校の生徒が制
作。

第 1回
雪まつり開会

23日（1977年）

宇宙開発事業団が種子
島宇宙センターから打
ち上げた技術試験衛星。
日本初の静止衛星。

「きく 2号」が
打ち上げ

24日（1958年）

子供たちに圧倒的な支
持を受けた正義の味方。
平均視聴率は40％、最
高で67.8％の記録を残
す。

『月光仮面』の
放送開始

27日（2005年）

東北新幹線の十和田駅 
から新青森駅間にある
新幹線専用かつ世界最
長の陸上トンネルで、全
長26㎞を超える。

八甲田トンネル
が貫通

28日（1964年）

週刊少年サンデーで『オ
バケのQ太郎』の連載が
始まる。その後アニメ化
され、ブームとなる。

『オバケのQ太郎』
連載開始

2月（如月・February）
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大
聖
人
御
誕
生
会

涅
槃
会
、福
井
水
海
の
田
楽
能
舞
、福
島
信
夫
三
山
暁
参
り
、横
手
の
か
ま
く
ら(

〜
16
日)
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１日（1953年）

NHK東京テレビ開局祝
賀式のあと舞台中継な
どを放送。日本初のテレ
ビ本放送となる。

日本初のテレビ
本放送開始

2日（1976年）

黒柳徹子が司会を務め
るトーク番組。40年を
超える長寿番組。初回の
ゲストは森繁久彌。

『徹子の部屋』
の放送開始

3日（1958年）

若乃花幹士（第65代横
綱・貴乃花の叔父）が第
45代横綱に昇進。栃錦
と共に栃若時代を築く

若乃花が
横綱に昇進

4日（2004年）

アメリカでサービスを
開始。日本語版は2008
年に公開。2012年9月に
はユーザー数が10億人
を超えた。

「Facebook」が
開設される。

7日（1998年）

20世紀最後の冬季オリ
ンピック。冬季オリンピ
ックとしては、最も南に
位置する都市で開催さ
れた。

長野オリンピック
開催

8日（1887年）

通信省のマークが「丁」
に決定。6日後、カタカ
ナの「テ」を図案化した
「〒」に変更される。

郵便マークが
決定される

9日（1948年）

「セーラー万年筆」が業
界のトップを切ってボー
ルペンを発売。ブームの
導火線となる。

初の国産ボー
ルペンが発売

10日（1988年）

ファミリーコンピュータ
用のゲームソフト。量販
店の前に数㎞の行列が
できるなどの社会現象
を巻き起こした。

『ドラゴンクエスト III 
そして伝説へ…』発売

13日（1875年）

すべての国民が姓を名
乗ることを義務づけら
れる。

「平民苗字必称
義務令」布告

世界初の
レトルトカレー発売

14日（1946年）

世界初のデジタル電子
計算機（コンピュータ）
がアメリカのペンシル
バニア大学で公開され
る。

世界初の
コンピュータ公開

15日（2005年）

アメリカのカリフォルニ
ア州で設立されたサー
ビス。初めて動画が投稿
されたのは同年4月23
日である。

「YouTube」が
スタート

16日（1883年）

東京気象台が、ドイツ人
気象学者の指導の下、7
色刷りの日本初の天気
図を作成する。

日本初の
天気図を作成

19日（1907年）

警視庁が日本初の自動
車運転規則「自動車取
締規則」を制定。スピー
ド制限等が定められる。

日本初の自動車
運転規則制定

20日（1997年）

大阪市西区にある多目
的ドーム球場兼複合レ
ジャー施設。2006年か
ら呼称が京セラドーム
大阪になった。

大阪ドームが
完成

21日（1872年）

「毎日新聞」の前身。現存
する日刊紙では最も古
い歴史を誇る。世界初の
新聞戸別配達を実施し
た。

「東京日日新聞」
が創刊

22日（1989年）

佐賀県教育委員会の発
掘調査で、吉野ヶ里に弥
生時代の大集落が存在
していた事が確認。

「吉野ケ里遺跡」が
確認される

25日（1978年）

『未知との遭遇』が公開
され、SF映画ブームの火
付け役に。同年に『スタ
ーウォーズ』も公開され
ている。

『未知との遭遇』が
日本で公開

26日（1914年）

太平洋と大西洋を連絡
する運河。当初はフラン
ス人技師が工事を進め
ていたが失脚。アメリカ
が引き継ぎ完成させた。

パナマ運河開通

5日（1920年）

「大学令」が施行され、慶
應義塾大学と早稲田大
学が初の私立大学とし
て許可される。

私立大学が認可
6日（2011年）

日本相撲協会は2011年
春場所の中止を決定。本
場所中止は65年ぶり
で、不祥事を理由とした
中止は初。

大相撲
八百長問題

11日（1889年）

これを祝い考え出され
てたのが「万歳」の発声
で、この日初めて「万歳
三唱」が行われる。

「大日本帝国憲法」
が発布

12日（1968年）

レトルトカレーの『ボン
カレー』が大塚食品から
発売。初めは阪神地区で
限定販売であった。翌年
5月から全国で販売。

17日（1925年）

エジプトで発見。純金製
の棺桶など3000点以
上の品々が埋葬されて
おり、「世紀の発見」と言
われた。

ツタンカーメン王
の墓が発見される

18日（1950年）

「さっぽろ雪まつり」の
第1回大会が開会。6つ
の石像を札幌市の中
学・高校の生徒が制
作。

第 1回
雪まつり開会

23日（1977年）

宇宙開発事業団が種子
島宇宙センターから打
ち上げた技術試験衛星。
日本初の静止衛星。

「きく 2号」が
打ち上げ

24日（1958年）

子供たちに圧倒的な支
持を受けた正義の味方。
平均視聴率は40％、最
高で67.8％の記録を残
す。

『月光仮面』の
放送開始

27日（2005年）

東北新幹線の十和田駅 
から新青森駅間にある
新幹線専用かつ世界最
長の陸上トンネルで、全
長26㎞を超える。

八甲田トンネル
が貫通

28日（1964年）

週刊少年サンデーで『オ
バケのQ太郎』の連載が
始まる。その後アニメ化
され、ブームとなる。

『オバケのQ太郎』
連載開始

2月（如月・February）

(８)  



究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

(2)  

2
0
2
5
年
1
月
2
日

現
代
ビ
ジ
ネ
ス

死
と
向
き
合
っ
て
、
見
え
て
き
た

も
の訪

問
看
護
や
が
ん
患
者
な
ど
の
病

床
訪
問
に
取
り
組
む
浄
土
宗
願
生
寺

（
大
阪
市
）の
大
河
内
大
博
住
職
に
は
、

忘
れ
が
た
い
記
憶
が
あ
る
。「
そ
の
女

性
は
7
0
代
で
が
ん
を
患
っ
た
の
で

す
が
、『
治
療
は
し
な
い
』
と
決
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
終
末
期
に
入

り
、
私
が
チ
ャ
プ
レ
ン
（
病
院
な
ど
に

勤
務
す
る
聖
職
者
）
と
し
て
勤
め
て

い
た
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院

さ
れ
た
の
で
す
。

私
が
病
室
に
お
邪
魔
し
た
と
き
、

女
性
の
机
の
上
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

が
ひ
と
つ
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。『
あ

な
た
、
見
て
ご
覧
な
さ
い
』
と
言
っ
て

見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
病
室
の
窓
か

ら
眺
め
た
風
景
を
撮
っ
た
写
真
で
し

た
」
女
性
は
写
真
を
毎
日
撮
っ
て
い

た
。
大
河
内
氏
に
は
、
ど
れ
も
何
の

変
哲
も
な
い
、
同
じ
街
の
風
景
を
写

し
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
。
だ
が
彼

女
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「『
あ
な
た
に
は
、

ど
れ
も
同
じ
景
色
に
見
え
る
で
し
ょ

う
？
で
も
私
に
は
、
毎
日
ぜ
ん
ぜ
ん

違
っ
て
見
え
る
の
よ
』
と
。
衝
撃
で
し

た
。
私
は
僧
と
し
て
、
普
段
は
法
話

な
ど
で『
命
は
有
限
で
あ
る
』と
か『
こ

の
世
は
諸
行
無
常
で
あ
る
』
な
ど
と

説
い
て
い
る
く
せ
に
、
毎
日
見
て
い
る

風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
。つ
ま
り
『
昨
日
と

同
じ
よ
う
に
今
日
が
あ
り
、
今
日
が

来
た
よ
う
に
ま
た
明
日
も
来
る
』
と
、

自
分
の
生
を
当
然
の
も
の
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
命

の
限
り
を
知
っ
て
い
る
そ
の
女
性
に

は
、
明
日
は
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、一
日
一
瞬
を
愛
お
し
み
、

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ま
さ
に
、仏
教
の『
刹
那
』の
境
地（
ほ

ん
の
短
い
あ
い
だ
に
も
、
万
物
は
流

転
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
）
に
達

し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

な
ぜ
、
女
性
は
そ
の
境
地
に
た
ど

り
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
は
病
を
得
て
、

死
に
つ
い
て
考
え
抜
き
、
そ
し
て
自
分

な
り
に
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ー
。

多
く
の
人
は
、
自
分
の
死
そ
の

も
の
に
悩
ん
で
い
る

相
続
や
墓
と
い
っ
た
俗
世
の
悩
み

は
、
誰
か
に
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
「
死
ぬ
の
が
こ
わ

い
」
と
い
う
悩
み
は
、
誰
に
で
も
打
ち

明
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
定
ま
っ

た
答
え
も
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

日
々
多
く
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い

る
、佛
心
宗
大
叢
山
福
厳
寺（
小
牧
市
）

大
愚
元
勝
和
尚
が
語
る
。「
私
が
ふ
だ

ん
、
住
職
と
し
て
寺
に
い
る
と
き
に

対
面
で
受
け
る
の
は
『
お
葬
式
や
法

要
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
』『
老
親
が

亡
く
な
っ
た
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
』

と
い
っ
た
相
談
が
多
い
で
す
。し
か
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
一
転
し
て
『
死
ぬ
の
が
こ

わ
い
』『
死
ぬ
の
が
不
安
だ
』
と
い
う

相
談
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
。

ほ
ん
と
う
は
多
く
の
人
が
、
自
分
の

『
死
そ
の
も
の
』
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
」。（
大
愚
氏
）

マ
イ
ナ
ス
な
記
憶
力
と
想
像
力

人
が
死
を
恐
れ
る
の
は
、
脳
を
大

き
く
発
達
さ
せ
た
が
ゆ
え
の
宿
命
だ
。

た
と
え
ば
犬
な
ど
は
「
時
間
」の
観

念
が
未
熟
で
、
ボ
ー
ル
の
動
き
の
よ

う
な
近
未
来
の
こ
と
は
予
測
で
き
て

も
、
数
年
後
、
十
数
年
後
に
自
分
が

「
独
身
税
」
っ
て
何
？

少
子
化
対
策
と
し
て
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
」
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
税

金
と
し
て
納
め
る
の
で
は
な
く
、
現

在
支
払
っ
て
い
る
社
会
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
る
形
で
、
ま
ず
は
平
均

2
5
0
円
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
る

予
定
で
す
。
金
額
は
令
和
1
0
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
増
額
し
て
い
く
こ

と
が
す
で
に
決
定
し
て
ま
す
。

子
育
て
世
帯
が
恩
恵
を
受
け
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
独
身
税
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

料
が
増
額
さ
れ
る
の
は
独
身
者
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
全
て
の
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
、
児
童
手
当
の

拡
充
や
妊
娠
・
出
産
時
の
給
付
金
な

ど
、
子
育
て
世
帯
が
利
用
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

死
を
迎
え
る
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。こ
の
星
の
中
で
、
自
ら
の
末

路
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
我
々
だ
け
な

の
だ
。「
人
間
に
は
、
特
有
の
能
力
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
記
憶
力
、

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
想
像
力
で
す
。

で
す
が
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
人
は

記
憶
力
を
『
後
悔
す
る
こ
と
』
に
、
想

像
力
を
『
未
来
を
憂
う
』こ
と
に
使
っ

て
い
ま
す
。『
別
の
人
と
結
婚
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
幸
せ
だ
っ
た
の
に
』
と

か
、『
老
後
資
金
が
2
0
0
0
万
円
貯

ま
っ
て
い
な
い
』
な
ど
と
悩
む
わ
け
で

す
。こ
れ
で
は
、せ
っ
か
く
得
た
力
を

間
違
っ
た
方
向
に
使
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」。（
大
愚
氏
）

死
ぬ
恐
怖
を
克
服
す
る
に
は
？

お
釈
迦
さ
ま
は
、
死
を
恐
れ
る
こ

と
を
『
愚
か
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
死
の
『
成
功
率
』
は

1
0
0
％
で
、ひ
と
り
の
例
外
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
先
祖
を
含
め
、こ
れ
ま

で
生
ま
れ
て
き
た
す
べ
て
の
人
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、じ

た
ば
た
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
な
の
で

す
。
必
要
以
上
に
恐
れ
て
も
、
何
の

意
味
も
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
と

し
っ
か
り
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」（
大
愚
氏
）
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【
悲
し
ま
な
い
で
、

　
　そ
し
て
生
き
て
】

著
者
／
鈴
木
秀
子

出
版
社
／
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス

亡
く
な
っ
た
あ
の
人
は
、
今

ど
こ
に
い
て
、
何
を
思
い
、

何
を
語
る
の
か
。
遺
さ
れ
た

人
を
救
っ
た
「
9
つ
の
実

話
」。
生
と
死
を
見
つ
め
続

け
る
カ
ソ
リ
ッ
ク（
聖
心
会
）

シ
ス
タ
ー
の
も
と
に
寄
せ
ら

れ
た
、
9
つ
の
不
思
議
な
体

験
実
話
。
病
で
逝
っ
た
幼
な

子
が
母
を
励
ま
す
言
葉
、
自

殺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
今

は
亡
き
医
師
、
雪
原
で
道
に

迷
う
孫
を
救
う
亡
き
祖
母

な
ど
、
涙
な
く
し
て
は
読
め

な
い
感
動
の
物
語
。

【
こ
れ
か
ら
の
死
に
方
】

著
者
／
椦
島
次
郎

出
版
社
／
平
凡
社

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化

と
と
も
に
、多
様
化
す
る
死

の
あ
り
方
。過
度
の
延
命
措

置
は
し
な
い
で
ほ
し
い
、墓

や
葬
式
は
必
要
な
い
、散
骨

し
て
ほ
し
い
、火
葬
以
外
の

方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
…
な

ど
、死
に
方
、死
後
の
送
ら
れ

方
を
選
ぶ
自
由
を
求
め
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。だ
が

そ
の
自
由
は
、「
自
己
決
定
」

の
名
の
も
と
で
無
制
限
に

認
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。生
命
倫
理
の
専
門
家
が

問
う
死
を
め
ぐ
る
自
由
の

範
囲
と
制
約
の
条
件
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

2
0
2
4
年
1
2
月
2
6
日

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

実
在
の
僧
侶
の
写

真
を
使
っ
た
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ
う

ず
め
く
り
』

実
在
の
僧
侶
の
写
真
を

使
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ

う
ず
め
く
り
』
が
X
で
話
題

に
。
実
際
に
遊
ん
だ
投
稿
主

と
、
制
作
者
に
斬
新
な
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
誕
生
秘
話
を

取
材
し
ま
し
た
。

「
本
日
の
地
獄
難
易
度
神

経
衰
弱
枠
《
ぼ
う
ず
め
く

り
》」と
、テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

た
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
写
真
を
投

稿
し
た
の
は
、漫
画
家
・
脚
本

家
の
磨
伸
映
一
郎

（
@
e
i
i
t
i
r
o
u
）さ
ん
。

カ
ー
ド
の
表
面
に
は
剃

髪
し
、
法
衣
を
着
た
男
性
。

全
員
が
実
在
す
る
僧
侶
で
、

作
っ
た
人
も
僧
侶
と
い
う

裏
話
に
、「
大
晦
日
に
家
族

総
出
で
や
り
た
い
や
ー

つ
！
」「
俺
の
知
っ
て
る
坊

主
め
く
り
と
違
う
」「
絶
対

見
分
け
つ
か
ん
わ
」「
蝉
丸

し
か
い
な
い
…
だ
と
…（
違
」

「
名
前
も
顔
立
ち
も
ひ
と
り

ひ
と
り
全
然
違
う
の
に
、
誰

一
人
と
し
て
頭
に
入
っ
て
こ

ね
ぇ
…
！
」と
反
響
が
続
々
。

『
ぼ
う
ず
め
く
り
』
は
、

承
諾
を
得
た
実
在
す
る
僧

侶
3
5
名
分
の
写
真
を
2

枚
ず
つ
使
用
し
た
7
0
枚
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ル
タ
や
百
人
一
首
の
よ

う
に
読
札
・
取
札
が
あ
り
、

読
札
を
裏
向
き
に
重
ね
て

山
札
と
し
、
取
札
を
表
に
向

け
て
場
に
広
げ
、
山
札
か
ら

引
い
た
1
枚
と
同
じ
僧
侶

の
札
を
場
か
ら
探
す
「
ぼ
う

ず
め
く
り
」の
他
、「
ぼ
う

ず
あ
わ
せ
」「
そ
れ
は
こ
の

ぼ
う
ず
で
す
か
？
」の
3
種

の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 娯楽 & 装花 ニュースあれこれ…

2
0
2
4
年
1
2
月
1
2
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇)

初
心
者
で
も
短
時

間
で
制
作
可
能
、

葬
儀
社
向
け
装
花

プ
レ
ー
ト

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

（
東
京
都
）
は
、
全
国
の
葬

儀
社
向
け
に
、
誰
が
制
作

し
て
も
同
じ
大
き
さ
・
形
・

品
質
の
菊
の
供
花
を
実
現

す
る
装
花
プ
レ
ー
ト
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」（
特
許
出

願
済
）
を
、
販
売
開
始
。
こ

の
商
品
に
よ
っ
て
、
技
術
者

不
足
や
過
重
労
働
の
解
消

と
生
産
性
の
向
上
が
期
待

で
き
、誰
が
制
作
し
て
も「
同

じ
大
き
さ
」「
同
じ
形
」「
同

じ
品
質
」の
菊
の
供
花
が
完

成
す
る
た
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ

の
平
準
化
が
見
込
め
ま
す
。

二
層
構
造
の
ア
ク
リ
ル

製
プ
レ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
る

供
花
専
用
の
プ
レ
ー
ト
で

す
。
プ
レ
ー
ト
に
は
花
の
茎

を
通
す
穴
が
3
2
個
開
い
て

お
り
、
上
下
の
プ
レ
ー
ト
の

穴
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ュ
ー
ブ
で

繋
が
っ
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
一
般
的

な
供
花
や
ス
タ
ン
ド
花
で
使

用
さ
れ
る
花
桶
3
号
サ
イ

ズ
に
収
ま
る
よ
う
、
直
径

1
9
c
m
、高
さ
4
・
5
c
m

に
設
計
し
て
い
ま
す
。

制
作
者
は
、こ
の
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」
を
花
桶
に

取
り
付
け
、
挿
入
口
の
穴
ご

と
に
指
定
さ
れ
た
長
さ
の

生
花
を
挿
し
て
い
く
だ
け

で
、
未
経
験
者
で
も
美
し
い

菊
の
供
花
を
短
時
間
で
制

作
で
き
ま
す
。
保
水
は
、
花

桶
に
セ
ッ
ト
し
た
プ
レ
ー
ト

の
下
ま
で
水
を
入
れ
る
こ
と

で
対
応
し
て
お
り
、フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
一
般
的
に

使
用
さ
れ
る
給
水
性
ス
ポ

ン
ジ
が
不
要
と
な
る
た
め
、

仕
入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
と
環

境
配
慮
の
両
立
が
期
待
で

き
ま
す
。

究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

(2)  

2
0
2
5
年
1
月
2
日

現
代
ビ
ジ
ネ
ス

死
と
向
き
合
っ
て
、
見
え
て
き
た

も
の訪

問
看
護
や
が
ん
患
者
な
ど
の
病

床
訪
問
に
取
り
組
む
浄
土
宗
願
生
寺

（
大
阪
市
）の
大
河
内
大
博
住
職
に
は
、

忘
れ
が
た
い
記
憶
が
あ
る
。「
そ
の
女

性
は
7
0
代
で
が
ん
を
患
っ
た
の
で

す
が
、『
治
療
は
し
な
い
』
と
決
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
終
末
期
に
入

り
、
私
が
チ
ャ
プ
レ
ン
（
病
院
な
ど
に

勤
務
す
る
聖
職
者
）
と
し
て
勤
め
て

い
た
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院

さ
れ
た
の
で
す
。

私
が
病
室
に
お
邪
魔
し
た
と
き
、

女
性
の
机
の
上
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

が
ひ
と
つ
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。『
あ

な
た
、
見
て
ご
覧
な
さ
い
』
と
言
っ
て

見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
病
室
の
窓
か

ら
眺
め
た
風
景
を
撮
っ
た
写
真
で
し

た
」
女
性
は
写
真
を
毎
日
撮
っ
て
い

た
。
大
河
内
氏
に
は
、
ど
れ
も
何
の

変
哲
も
な
い
、
同
じ
街
の
風
景
を
写

し
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
。
だ
が
彼

女
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「『
あ
な
た
に
は
、

ど
れ
も
同
じ
景
色
に
見
え
る
で
し
ょ

う
？
で
も
私
に
は
、
毎
日
ぜ
ん
ぜ
ん

違
っ
て
見
え
る
の
よ
』
と
。
衝
撃
で
し

た
。
私
は
僧
と
し
て
、
普
段
は
法
話

な
ど
で『
命
は
有
限
で
あ
る
』と
か『
こ

の
世
は
諸
行
無
常
で
あ
る
』
な
ど
と

説
い
て
い
る
く
せ
に
、
毎
日
見
て
い
る

風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
。つ
ま
り
『
昨
日
と

同
じ
よ
う
に
今
日
が
あ
り
、
今
日
が

来
た
よ
う
に
ま
た
明
日
も
来
る
』
と
、

自
分
の
生
を
当
然
の
も
の
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
命

の
限
り
を
知
っ
て
い
る
そ
の
女
性
に

は
、
明
日
は
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、一
日
一
瞬
を
愛
お
し
み
、

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ま
さ
に
、仏
教
の『
刹
那
』の
境
地（
ほ

ん
の
短
い
あ
い
だ
に
も
、
万
物
は
流

転
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
）
に
達

し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

な
ぜ
、
女
性
は
そ
の
境
地
に
た
ど

り
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
は
病
を
得
て
、

死
に
つ
い
て
考
え
抜
き
、
そ
し
て
自
分

な
り
に
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ー
。

多
く
の
人
は
、
自
分
の
死
そ
の

も
の
に
悩
ん
で
い
る

相
続
や
墓
と
い
っ
た
俗
世
の
悩
み

は
、
誰
か
に
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
「
死
ぬ
の
が
こ
わ

い
」
と
い
う
悩
み
は
、
誰
に
で
も
打
ち

明
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
定
ま
っ

た
答
え
も
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

日
々
多
く
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い

る
、佛
心
宗
大
叢
山
福
厳
寺（
小
牧
市
）

大
愚
元
勝
和
尚
が
語
る
。「
私
が
ふ
だ

ん
、
住
職
と
し
て
寺
に
い
る
と
き
に

対
面
で
受
け
る
の
は
『
お
葬
式
や
法

要
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
』『
老
親
が

亡
く
な
っ
た
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
』

と
い
っ
た
相
談
が
多
い
で
す
。し
か
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
一
転
し
て
『
死
ぬ
の
が
こ

わ
い
』『
死
ぬ
の
が
不
安
だ
』
と
い
う

相
談
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
。

ほ
ん
と
う
は
多
く
の
人
が
、
自
分
の

『
死
そ
の
も
の
』
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
」。（
大
愚
氏
）

マ
イ
ナ
ス
な
記
憶
力
と
想
像
力

人
が
死
を
恐
れ
る
の
は
、
脳
を
大

き
く
発
達
さ
せ
た
が
ゆ
え
の
宿
命
だ
。

た
と
え
ば
犬
な
ど
は
「
時
間
」の
観

念
が
未
熟
で
、
ボ
ー
ル
の
動
き
の
よ

う
な
近
未
来
の
こ
と
は
予
測
で
き
て

も
、
数
年
後
、
十
数
年
後
に
自
分
が

「
独
身
税
」
っ
て
何
？

少
子
化
対
策
と
し
て
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
」
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
税

金
と
し
て
納
め
る
の
で
は
な
く
、
現

在
支
払
っ
て
い
る
社
会
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
る
形
で
、
ま
ず
は
平
均

2
5
0
円
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
る

予
定
で
す
。
金
額
は
令
和
1
0
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
増
額
し
て
い
く
こ

と
が
す
で
に
決
定
し
て
ま
す
。

子
育
て
世
帯
が
恩
恵
を
受
け
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
独
身
税
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

料
が
増
額
さ
れ
る
の
は
独
身
者
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
全
て
の
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
、
児
童
手
当
の

拡
充
や
妊
娠
・
出
産
時
の
給
付
金
な

ど
、
子
育
て
世
帯
が
利
用
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

死
を
迎
え
る
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。こ
の
星
の
中
で
、
自
ら
の
末

路
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
我
々
だ
け
な

の
だ
。「
人
間
に
は
、
特
有
の
能
力
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
記
憶
力
、

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
想
像
力
で
す
。

で
す
が
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
人
は

記
憶
力
を
『
後
悔
す
る
こ
と
』
に
、
想

像
力
を
『
未
来
を
憂
う
』こ
と
に
使
っ

て
い
ま
す
。『
別
の
人
と
結
婚
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
幸
せ
だ
っ
た
の
に
』
と

か
、『
老
後
資
金
が
2
0
0
0
万
円
貯

ま
っ
て
い
な
い
』
な
ど
と
悩
む
わ
け
で

す
。こ
れ
で
は
、せ
っ
か
く
得
た
力
を

間
違
っ
た
方
向
に
使
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」。（
大
愚
氏
）

死
ぬ
恐
怖
を
克
服
す
る
に
は
？

お
釈
迦
さ
ま
は
、
死
を
恐
れ
る
こ

と
を
『
愚
か
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
死
の
『
成
功
率
』
は

1
0
0
％
で
、ひ
と
り
の
例
外
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
先
祖
を
含
め
、こ
れ
ま

で
生
ま
れ
て
き
た
す
べ
て
の
人
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、じ

た
ば
た
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
な
の
で

す
。
必
要
以
上
に
恐
れ
て
も
、
何
の

意
味
も
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
と

し
っ
か
り
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」（
大
愚
氏
）

1/2
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【
悲
し
ま
な
い
で
、

　
　そ
し
て
生
き
て
】

著
者
／
鈴
木
秀
子

出
版
社
／
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス

亡
く
な
っ
た
あ
の
人
は
、
今

ど
こ
に
い
て
、
何
を
思
い
、

何
を
語
る
の
か
。
遺
さ
れ
た

人
を
救
っ
た
「
9
つ
の
実

話
」。
生
と
死
を
見
つ
め
続

け
る
カ
ソ
リ
ッ
ク（
聖
心
会
）

シ
ス
タ
ー
の
も
と
に
寄
せ
ら

れ
た
、
9
つ
の
不
思
議
な
体

験
実
話
。
病
で
逝
っ
た
幼
な

子
が
母
を
励
ま
す
言
葉
、
自

殺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
今

は
亡
き
医
師
、
雪
原
で
道
に

迷
う
孫
を
救
う
亡
き
祖
母

な
ど
、
涙
な
く
し
て
は
読
め

な
い
感
動
の
物
語
。

【
こ
れ
か
ら
の
死
に
方
】

著
者
／
椦
島
次
郎

出
版
社
／
平
凡
社

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化

と
と
も
に
、多
様
化
す
る
死

の
あ
り
方
。過
度
の
延
命
措

置
は
し
な
い
で
ほ
し
い
、墓

や
葬
式
は
必
要
な
い
、散
骨

し
て
ほ
し
い
、火
葬
以
外
の

方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
…
な

ど
、死
に
方
、死
後
の
送
ら
れ

方
を
選
ぶ
自
由
を
求
め
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。だ
が

そ
の
自
由
は
、「
自
己
決
定
」

の
名
の
も
と
で
無
制
限
に

認
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。生
命
倫
理
の
専
門
家
が

問
う
死
を
め
ぐ
る
自
由
の

範
囲
と
制
約
の
条
件
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

2
0
2
4
年
1
2
月
2
6
日

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

実
在
の
僧
侶
の
写

真
を
使
っ
た
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ
う

ず
め
く
り
』

実
在
の
僧
侶
の
写
真
を

使
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ

う
ず
め
く
り
』
が
X
で
話
題

に
。
実
際
に
遊
ん
だ
投
稿
主

と
、
制
作
者
に
斬
新
な
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
誕
生
秘
話
を

取
材
し
ま
し
た
。

「
本
日
の
地
獄
難
易
度
神

経
衰
弱
枠
《
ぼ
う
ず
め
く

り
》」と
、テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

た
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
写
真
を
投

稿
し
た
の
は
、漫
画
家
・
脚
本

家
の
磨
伸
映
一
郎

（
@
e
i
i
t
i
r
o
u
）さ
ん
。

カ
ー
ド
の
表
面
に
は
剃

髪
し
、
法
衣
を
着
た
男
性
。

全
員
が
実
在
す
る
僧
侶
で
、

作
っ
た
人
も
僧
侶
と
い
う

裏
話
に
、「
大
晦
日
に
家
族

総
出
で
や
り
た
い
や
ー

つ
！
」「
俺
の
知
っ
て
る
坊

主
め
く
り
と
違
う
」「
絶
対

見
分
け
つ
か
ん
わ
」「
蝉
丸

し
か
い
な
い
…
だ
と
…（
違
」

「
名
前
も
顔
立
ち
も
ひ
と
り

ひ
と
り
全
然
違
う
の
に
、
誰

一
人
と
し
て
頭
に
入
っ
て
こ

ね
ぇ
…
！
」と
反
響
が
続
々
。

『
ぼ
う
ず
め
く
り
』
は
、

承
諾
を
得
た
実
在
す
る
僧

侶
3
5
名
分
の
写
真
を
2

枚
ず
つ
使
用
し
た
7
0
枚
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ル
タ
や
百
人
一
首
の
よ

う
に
読
札
・
取
札
が
あ
り
、

読
札
を
裏
向
き
に
重
ね
て

山
札
と
し
、
取
札
を
表
に
向

け
て
場
に
広
げ
、
山
札
か
ら

引
い
た
1
枚
と
同
じ
僧
侶

の
札
を
場
か
ら
探
す
「
ぼ
う

ず
め
く
り
」の
他
、「
ぼ
う

ず
あ
わ
せ
」「
そ
れ
は
こ
の

ぼ
う
ず
で
す
か
？
」の
3
種

の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 娯楽 & 装花 ニュースあれこれ…

2
0
2
4
年
1
2
月
1
2
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇)

初
心
者
で
も
短
時

間
で
制
作
可
能
、

葬
儀
社
向
け
装
花

プ
レ
ー
ト

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

（
東
京
都
）
は
、
全
国
の
葬

儀
社
向
け
に
、
誰
が
制
作

し
て
も
同
じ
大
き
さ
・
形
・

品
質
の
菊
の
供
花
を
実
現

す
る
装
花
プ
レ
ー
ト
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」（
特
許
出

願
済
）
を
、
販
売
開
始
。
こ

の
商
品
に
よ
っ
て
、
技
術
者

不
足
や
過
重
労
働
の
解
消

と
生
産
性
の
向
上
が
期
待

で
き
、誰
が
制
作
し
て
も「
同

じ
大
き
さ
」「
同
じ
形
」「
同

じ
品
質
」の
菊
の
供
花
が
完

成
す
る
た
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ

の
平
準
化
が
見
込
め
ま
す
。

二
層
構
造
の
ア
ク
リ
ル

製
プ
レ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
る

供
花
専
用
の
プ
レ
ー
ト
で

す
。
プ
レ
ー
ト
に
は
花
の
茎

を
通
す
穴
が
3
2
個
開
い
て

お
り
、
上
下
の
プ
レ
ー
ト
の

穴
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ュ
ー
ブ
で

繋
が
っ
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
一
般
的

な
供
花
や
ス
タ
ン
ド
花
で
使

用
さ
れ
る
花
桶
3
号
サ
イ

ズ
に
収
ま
る
よ
う
、
直
径

1
9
c
m
、高
さ
4
・
5
c
m

に
設
計
し
て
い
ま
す
。

制
作
者
は
、こ
の
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」
を
花
桶
に

取
り
付
け
、
挿
入
口
の
穴
ご

と
に
指
定
さ
れ
た
長
さ
の

生
花
を
挿
し
て
い
く
だ
け

で
、
未
経
験
者
で
も
美
し
い

菊
の
供
花
を
短
時
間
で
制

作
で
き
ま
す
。
保
水
は
、
花

桶
に
セ
ッ
ト
し
た
プ
レ
ー
ト

の
下
ま
で
水
を
入
れ
る
こ
と

で
対
応
し
て
お
り
、フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
一
般
的
に

使
用
さ
れ
る
給
水
性
ス
ポ

ン
ジ
が
不
要
と
な
る
た
め
、

仕
入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
と
環

境
配
慮
の
両
立
が
期
待
で

き
ま
す
。



(6)  (6)  

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
着

け
て
い
る
人
を
見
た

ら
ど
う
す
れ
ば
…

「
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る

巻
い
て
い
る
人
」
と

赤
地
に
ハ
ー
ト
と
十
字
を
白

で
抜
い
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
。

見
た
目
か
ら
わ
か
り
に

く
い
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
た
ち
が
、
電
車
や

バ
ス
の
席
を
譲
っ
て
も
ら
う

と
い
っ
た
気
配
り
を
受
け
ら

れ
る
。
そ
ん
な
助
け
合
い
の

社
会
を
め
ざ
し
て
、「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
は
誕
生
し
た
。

2
0
1
2
年
に
東
京
都
で
考

案
さ
れ
、
全
国
に
広
が
り
、

自
治
体
の
窓
口
な
ど
で
対
象

者
に
無
料
で
配
ら
れ
て
い

る
。

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
約
5
割

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
、

2
0
2
2
年
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
全
国
平
均
で

5
2
・
3
％
。
若
者
は
４
人

に
３
人
が
知
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢

者
は
３
割
に
と
ど
ま
る
。
地

域
差
も
あ
り
、
発
祥
の
地
で

あ
る
東
京
で
は
8
割
を
超
す

が
、
地
方
の
小
都
市
や
町
村

で
は
４
割
程
度
と
ま
だ
ま
だ

だ
。
2
0
2
4
年
４
月
に
発

足
し
た
超
党
派
の
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
普
及
・
促
進
議
員
連

盟
」
事
務
局
長
の
宮
口
治
子

さ
ん
は
、
出
演
番
組
で
そ
う

語
っ
て
い
る
。
重
度
の
広
汎

性
発
達
障
害
を
抱
え
る
息
子

と
の
経
験
か
ら
、
2
0
1
4

年
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存
在

を
知
っ
た
と
い
う
。

問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

て
い
る
。マ
ー
ク
を
着
け
た

人
が
優
先
席
を
譲
っ
て
も
ら

え
な
い
。マ
ー
ク
の
悪
用
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
利
用
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
有
料
転
売

さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ

た
。
当
初
の
目
標
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
。

日
本
は
「
助
け
合
わ
な
い
国
」

だ
っ
た

海
外
で
日
本
人
は
「
シ
ャ

イ
だ
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。

遠
慮
し
が
ち
で
引
っ
込
み
思

案
と
み
ら
れ
て
い
る
。
世
界

各
国
の
市
民
の
ふ
る
ま
い
を

比
べ
た
英
国
の
非
営
利
組
織

の
調
査
が
あ
る
。「
過
去
１
カ

月
間
に
、
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け

た
か
」
と
た
ず
ね
た

「
W
o
r
l
d
G
i
v
i
n
g

I
n
d
e
x
」（
2
0
2
4
年
）

だ
。
日
本
は
「
助
け
た
割
合
」

が
2
4
％
で
、
1
4
2
か
国

の
う
ち
下
か
ら
2
番
目
だ
っ

た
。
残
念
な
こ
と
に
、「
助
け

合
わ
な
い
国
」
と
み
ら
れ
て

い
る
。

あ
な
た
の
助
け
を
待
つ
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
人
を
見
た
ら
、

遠
慮
せ
ず
に
、
声
を
か
け
よ

う
。

2
0
2
4
年
1
0
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S

(

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社)

2025年 1月 4日
J-CAST ニュース

相
続
問
題
を
防
ぐ

遺
言
能
力
・意
思
能
力
®

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株

式
会
社（
東
京
都
）が
提
供
す

る
遺
言
能
力・
意
思
能
力
®

鑑
定
サ
ー
ビ
ス
は
、
有
数
の

権
威
あ
る
専
門
医
の
協
力
の

も
と
、
遺
言
作
成
を
行
う
方

の
判
断
能
力
を
医
学
的
見

地
か
ら
評
価
鑑
定
し
、
そ
の

鑑
定
結
果
を
医
学
鑑
定
書

と
い
う
客
観
的
資
料
と
し
て

提
供
す
る
国
内
初
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
2
0
1
4
年
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
生
前
・
没
後
あ
わ

せ
て
3
0
0
件
以
上
の
鑑
定

実
績
を
持
ち
特
許
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。（
特
許
番
号

／
第
７
５
５
４
４
３
９
号
）

こ
の
度
、
従
来
か
ら
提
供

し
て
い
る
意
思
能
力
®
鑑
定

の
サ
ー
ビ
ス
の
行
程
を
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。

依
頼
時
の
相
談
情
報
の
登

録
、
診
療
記
録
及
び
介
護
記

録
等
に
お
い
て
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
。
こ

の
発
明
は
、
特
許
す
る
も
の

と
確
定
い
た
だ
き
、
9
月

1
1
日
、
特
許
原
簿
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
本
特
許
に
よ

り
、
依
頼
か
ら
鑑
定
結
果
の

提
供
ま
で
に
要
し
て
い
た
期

間
と
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
遠
隔
地

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
よ

り
よ
い
意
思
能
力
鑑
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
遺
言
状
を
作

成
し
た
対
象
者
に
関
し
て
、

十
分
な
意
思
能
力
（
思
考
能

力
又
は
判
断
能
力
等
）
を
有

し
て
い
た
か
否
か
を
鑑
定
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
、

遺
言
能
力・
意
思
能
力
®
鑑

定
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
機
能
の

拡
充
に
加
え
、
A
I
を
用
い

た
情
報
分
析
な
ど
、
さ
ら
な

る
進
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
祖
父
の
お
葬
式
の
規
模
が

大
き
か
っ
た
。
途
中
か
ら
シ
ン

バ
ル
、
ミ
ニ
鐘
、
手
持
ち
ミ
ニ

木
魚
を
手
に
し
た
お
坊
さ
ん

が
6
人
追
加
で
登
場
し
た
の

だ
。
さ
ら
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

と

演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
面
白
い

と
言
う
よ
り
も
驚
き
が
勝
っ

た
。
葬
式
終
了
後
、
祖
母
か
ら

聞
い
た
の
だ
が
、
規
模
が
大
き

く
な
る
と
和
尚
さ
ん
を
何
人

か
呼
び
、
大
が
か
り
な
大
演
奏

会
で
弔
っ
て
く
れ
る
ら
し
い
。

祖
父
の
戒
名
も
立
派
だ
っ
た

か
ら
、
祖
父
っ
て
や
っ
ぱ
す
ご

い
人
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ

た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

1314 37
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シ
ャ
ー
ン

シ
ャ
ー
ン

ど
ー
ん
ど
ー
んちー
ん
ち
ー
ん

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み
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親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。パスワード

何から何まで
開かずの間

（30代 女性リンファ）

引き出しの
奥に隠れた
父の愛

（50代 女性 景日子)

財産は
ビッグでないが
うちのボス

（60代 男性 セピア）

家
族
葬
ホ
ー
ル
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社
（
大
阪
市
）

が
展
開
す
る
家
族
葬
ホ
ー
ル「
家

族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前
」
が
、

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前

は
、
従
来
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ

プ
を
思
わ
せ
る
会
館
で
は
な
く
、
ご

家
族
が
故
人
と
向
き
合
え
る
葬
儀

空
間
を
、
建
築
の
エ
レ
メ
ン
ト
や
採

光
窓
の
配
置
に
注
力
し
構
成
し
ま

し
た
。
外
観
は
周
辺
環
境
に
応
じ

た
形
状
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
彩
計
画

と
し
、
街
の
中
に
建
つ
葬
儀
会
館
と

し
て
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
で

入
棺
体
験

株
式
会
社
永
田
屋
は
「
マ
イ
ナ

ビ
横
浜
合
同
企
業
説
明
会
」
に
て
、

入
棺
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
葬
祭
業
の
意
義
や

命
の
尊
さ
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
直

接
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
験
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら

は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
入
れ
て

よ
か
っ
た
か
も
」「
意
外
と
居
心
地

が
良
い
」「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
み
た

い
」「
神
聖
な
感
じ
が
し
た
」。
特
に

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
思
っ
た

よ
り
温
か
く
感
じ
た
」
な
ど
、
単
な

る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

多
く
の
学
生
が
足
を
止
め
、さ
ら
に

は
他
の
出
展
企
業
の
方
々
も
体
験

を
見
学
す
る
な
ど
、
幅
広
い
関
心
を

引
き
ま
し
た
。「
入
棺
」
と
い
う
普

段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
を
通

じ
て
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
自
己

成
長
や
価
値
観
の
拡
張
に
つ
な
が

る
機
会
を
提
供
で
き
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
多
様
化
す

る
葬
送
文
化
を

徳
島
葬
送.
C
O
M
を
運
営
す
る

株
式
会
社
T
&
F
（
徳
島
県
）
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
2
日
に
、
地

域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
9
回
友
引

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。
人
口
減
少
や

家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
の

葬
送
文
化
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

中
、
新
た
な
対
話
の
場
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
香
り
漂
う
賑
や
か
な
空
間
で
、
新

し
い
価
値
観
と
の
出
会
い
を
提
供
す

る
本
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎
回
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
人
気
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

「
友
引
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
偶
数
月
開

催
の
地
域
の
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
入
棺
体

験
や
葬
儀
体
験
が
で
き
る
場
所
で
あ

り
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
回
新
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の

葬
送
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
新
し
い
選
択

肢
を
提
案
す
る
場
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
対
話
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
公
式
コ
ラ
ボ

棺
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
企
画
を
提
案
し
、

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
1
1
月
3
日

に
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
行
わ
れ
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
最
終
戦
で
の
初
披
露
で
は
、

自
身
や
家
族
の
た
め
に
7
件
の
申
し

込
み
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の

新
し
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S(

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社)

2
0
2
4
年
1
2
月
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
永
田
屋)
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(6)  (6)  

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
着

け
て
い
る
人
を
見
た

ら
ど
う
す
れ
ば
…

「
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る

巻
い
て
い
る
人
」
と

赤
地
に
ハ
ー
ト
と
十
字
を
白

で
抜
い
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
。

見
た
目
か
ら
わ
か
り
に

く
い
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
た
ち
が
、
電
車
や

バ
ス
の
席
を
譲
っ
て
も
ら
う

と
い
っ
た
気
配
り
を
受
け
ら

れ
る
。
そ
ん
な
助
け
合
い
の

社
会
を
め
ざ
し
て
、「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
は
誕
生
し
た
。

2
0
1
2
年
に
東
京
都
で
考

案
さ
れ
、
全
国
に
広
が
り
、

自
治
体
の
窓
口
な
ど
で
対
象

者
に
無
料
で
配
ら
れ
て
い

る
。

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
約
5
割

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
、

2
0
2
2
年
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
全
国
平
均
で

5
2
・
3
％
。
若
者
は
４
人

に
３
人
が
知
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢

者
は
３
割
に
と
ど
ま
る
。
地

域
差
も
あ
り
、
発
祥
の
地
で

あ
る
東
京
で
は
8
割
を
超
す

が
、
地
方
の
小
都
市
や
町
村

で
は
４
割
程
度
と
ま
だ
ま
だ

だ
。
2
0
2
4
年
４
月
に
発

足
し
た
超
党
派
の
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
普
及
・
促
進
議
員
連

盟
」
事
務
局
長
の
宮
口
治
子

さ
ん
は
、
出
演
番
組
で
そ
う

語
っ
て
い
る
。
重
度
の
広
汎

性
発
達
障
害
を
抱
え
る
息
子

と
の
経
験
か
ら
、
2
0
1
4

年
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存
在

を
知
っ
た
と
い
う
。

問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

て
い
る
。マ
ー
ク
を
着
け
た

人
が
優
先
席
を
譲
っ
て
も
ら

え
な
い
。マ
ー
ク
の
悪
用
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
利
用
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
有
料
転
売

さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ

た
。
当
初
の
目
標
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
。

日
本
は
「
助
け
合
わ
な
い
国
」

だ
っ
た

海
外
で
日
本
人
は
「
シ
ャ

イ
だ
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。

遠
慮
し
が
ち
で
引
っ
込
み
思

案
と
み
ら
れ
て
い
る
。
世
界

各
国
の
市
民
の
ふ
る
ま
い
を

比
べ
た
英
国
の
非
営
利
組
織

の
調
査
が
あ
る
。「
過
去
１
カ

月
間
に
、
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け

た
か
」
と
た
ず
ね
た

「
W
o
r
l
d
G
i
v
i
n
g

I
n
d
e
x
」（
2
0
2
4
年
）

だ
。
日
本
は
「
助
け
た
割
合
」

が
2
4
％
で
、
1
4
2
か
国

の
う
ち
下
か
ら
2
番
目
だ
っ

た
。
残
念
な
こ
と
に
、「
助
け

合
わ
な
い
国
」
と
み
ら
れ
て

い
る
。

あ
な
た
の
助
け
を
待
つ
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
人
を
見
た
ら
、

遠
慮
せ
ず
に
、
声
を
か
け
よ

う
。

2
0
2
4
年
1
0
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S

(

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社)

2025年 1月 4日
J-CAST ニュース

相
続
問
題
を
防
ぐ

遺
言
能
力
・意
思
能
力
®

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株

式
会
社（
東
京
都
）が
提
供
す

る
遺
言
能
力・
意
思
能
力
®

鑑
定
サ
ー
ビ
ス
は
、
有
数
の

権
威
あ
る
専
門
医
の
協
力
の

も
と
、
遺
言
作
成
を
行
う
方

の
判
断
能
力
を
医
学
的
見

地
か
ら
評
価
鑑
定
し
、
そ
の

鑑
定
結
果
を
医
学
鑑
定
書

と
い
う
客
観
的
資
料
と
し
て

提
供
す
る
国
内
初
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
2
0
1
4
年
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
生
前
・
没
後
あ
わ

せ
て
3
0
0
件
以
上
の
鑑
定

実
績
を
持
ち
特
許
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。（
特
許
番
号

／
第
７
５
５
４
４
３
９
号
）

こ
の
度
、
従
来
か
ら
提
供

し
て
い
る
意
思
能
力
®
鑑
定

の
サ
ー
ビ
ス
の
行
程
を
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。

依
頼
時
の
相
談
情
報
の
登

録
、
診
療
記
録
及
び
介
護
記

録
等
に
お
い
て
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
。
こ

の
発
明
は
、
特
許
す
る
も
の

と
確
定
い
た
だ
き
、
9
月

1
1
日
、
特
許
原
簿
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
本
特
許
に
よ

り
、
依
頼
か
ら
鑑
定
結
果
の

提
供
ま
で
に
要
し
て
い
た
期

間
と
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
遠
隔
地

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
よ

り
よ
い
意
思
能
力
鑑
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
遺
言
状
を
作

成
し
た
対
象
者
に
関
し
て
、

十
分
な
意
思
能
力
（
思
考
能

力
又
は
判
断
能
力
等
）
を
有

し
て
い
た
か
否
か
を
鑑
定
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
、

遺
言
能
力・
意
思
能
力
®
鑑

定
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
機
能
の

拡
充
に
加
え
、
A
I
を
用
い

た
情
報
分
析
な
ど
、
さ
ら
な

る
進
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
祖
父
の
お
葬
式
の
規
模
が

大
き
か
っ
た
。
途
中
か
ら
シ
ン

バ
ル
、
ミ
ニ
鐘
、
手
持
ち
ミ
ニ

木
魚
を
手
に
し
た
お
坊
さ
ん

が
6
人
追
加
で
登
場
し
た
の

だ
。
さ
ら
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

と

演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
面
白
い

と
言
う
よ
り
も
驚
き
が
勝
っ

た
。
葬
式
終
了
後
、
祖
母
か
ら

聞
い
た
の
だ
が
、
規
模
が
大
き

く
な
る
と
和
尚
さ
ん
を
何
人

か
呼
び
、
大
が
か
り
な
大
演
奏

会
で
弔
っ
て
く
れ
る
ら
し
い
。

祖
父
の
戒
名
も
立
派
だ
っ
た

か
ら
、
祖
父
っ
て
や
っ
ぱ
す
ご

い
人
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ

た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

1314 37

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

シ
ャ
ー
ン

シ
ャ
ー
ン

ど
ー
ん
ど
ー
んちー
ん
ち
ー
ん

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。パスワード

何から何まで
開かずの間

（30代 女性リンファ）

引き出しの
奥に隠れた
父の愛

（50代 女性 景日子)

財産は
ビッグでないが
うちのボス

（60代 男性 セピア）

家
族
葬
ホ
ー
ル
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社
（
大
阪
市
）

が
展
開
す
る
家
族
葬
ホ
ー
ル「
家

族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前
」
が
、

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前

は
、
従
来
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ

プ
を
思
わ
せ
る
会
館
で
は
な
く
、
ご

家
族
が
故
人
と
向
き
合
え
る
葬
儀

空
間
を
、
建
築
の
エ
レ
メ
ン
ト
や
採

光
窓
の
配
置
に
注
力
し
構
成
し
ま

し
た
。
外
観
は
周
辺
環
境
に
応
じ

た
形
状
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
彩
計
画

と
し
、
街
の
中
に
建
つ
葬
儀
会
館
と

し
て
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
で

入
棺
体
験

株
式
会
社
永
田
屋
は
「
マ
イ
ナ

ビ
横
浜
合
同
企
業
説
明
会
」
に
て
、

入
棺
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
葬
祭
業
の
意
義
や

命
の
尊
さ
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
直

接
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
験
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら

は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
入
れ
て

よ
か
っ
た
か
も
」「
意
外
と
居
心
地

が
良
い
」「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
み
た

い
」「
神
聖
な
感
じ
が
し
た
」。
特
に

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
思
っ
た

よ
り
温
か
く
感
じ
た
」
な
ど
、
単
な

る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

多
く
の
学
生
が
足
を
止
め
、さ
ら
に

は
他
の
出
展
企
業
の
方
々
も
体
験

を
見
学
す
る
な
ど
、
幅
広
い
関
心
を

引
き
ま
し
た
。「
入
棺
」
と
い
う
普

段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
を
通

じ
て
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
自
己

成
長
や
価
値
観
の
拡
張
に
つ
な
が

る
機
会
を
提
供
で
き
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
多
様
化
す

る
葬
送
文
化
を

徳
島
葬
送.
C
O
M
を
運
営
す
る

株
式
会
社
T
&
F
（
徳
島
県
）
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
2
日
に
、
地

域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
9
回
友
引

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。
人
口
減
少
や

家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
の

葬
送
文
化
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

中
、
新
た
な
対
話
の
場
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
香
り
漂
う
賑
や
か
な
空
間
で
、
新

し
い
価
値
観
と
の
出
会
い
を
提
供
す

る
本
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎
回
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
人
気
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

「
友
引
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
偶
数
月
開

催
の
地
域
の
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
入
棺
体

験
や
葬
儀
体
験
が
で
き
る
場
所
で
あ

り
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
回
新
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の

葬
送
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
新
し
い
選
択

肢
を
提
案
す
る
場
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
対
話
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
公
式
コ
ラ
ボ

棺
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
企
画
を
提
案
し
、

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
1
1
月
3
日

に
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
行
わ
れ
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
最
終
戦
で
の
初
披
露
で
は
、

自
身
や
家
族
の
た
め
に
7
件
の
申
し

込
み
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の

新
し
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S(

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社)

2
0
2
4
年
1
2
月
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
永
田
屋)
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日
（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）

二
十
三
日
（
日
）

二
十
二
日
（
土
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

二
十
八
日
（
金
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日
（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）

二
十
三
日
（
日
）

二
十
二
日
（
土
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

二
十
八
日
（
金
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日
（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）

二
十
三
日
（
日
）

二
十
二
日
（
土
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

二
十
八
日
（
金
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日
（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）

二
十
三
日
（
日
）

二
十
二
日
（
土
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

二
十
八
日
（
金
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
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(6)  (6)  

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
着

け
て
い
る
人
を
見
た

ら
ど
う
す
れ
ば
…

「
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る

巻
い
て
い
る
人
」
と

赤
地
に
ハ
ー
ト
と
十
字
を
白

で
抜
い
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
。

見
た
目
か
ら
わ
か
り
に

く
い
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
た
ち
が
、
電
車
や

バ
ス
の
席
を
譲
っ
て
も
ら
う

と
い
っ
た
気
配
り
を
受
け
ら

れ
る
。
そ
ん
な
助
け
合
い
の

社
会
を
め
ざ
し
て
、「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
は
誕
生
し
た
。

2
0
1
2
年
に
東
京
都
で
考

案
さ
れ
、
全
国
に
広
が
り
、

自
治
体
の
窓
口
な
ど
で
対
象

者
に
無
料
で
配
ら
れ
て
い

る
。

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
約
5
割

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
、

2
0
2
2
年
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
全
国
平
均
で

5
2
・
3
％
。
若
者
は
４
人

に
３
人
が
知
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢

者
は
３
割
に
と
ど
ま
る
。
地

域
差
も
あ
り
、
発
祥
の
地
で

あ
る
東
京
で
は
8
割
を
超
す

が
、
地
方
の
小
都
市
や
町
村

で
は
４
割
程
度
と
ま
だ
ま
だ

だ
。
2
0
2
4
年
４
月
に
発

足
し
た
超
党
派
の
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
普
及
・
促
進
議
員
連

盟
」
事
務
局
長
の
宮
口
治
子

さ
ん
は
、
出
演
番
組
で
そ
う

語
っ
て
い
る
。
重
度
の
広
汎

性
発
達
障
害
を
抱
え
る
息
子

と
の
経
験
か
ら
、
2
0
1
4

年
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存
在

を
知
っ
た
と
い
う
。

問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

て
い
る
。マ
ー
ク
を
着
け
た

人
が
優
先
席
を
譲
っ
て
も
ら

え
な
い
。マ
ー
ク
の
悪
用
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
利
用
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
有
料
転
売

さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ

た
。
当
初
の
目
標
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
。

日
本
は
「
助
け
合
わ
な
い
国
」

だ
っ
た

海
外
で
日
本
人
は
「
シ
ャ

イ
だ
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。

遠
慮
し
が
ち
で
引
っ
込
み
思

案
と
み
ら
れ
て
い
る
。
世
界

各
国
の
市
民
の
ふ
る
ま
い
を

比
べ
た
英
国
の
非
営
利
組
織

の
調
査
が
あ
る
。「
過
去
１
カ

月
間
に
、
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け

た
か
」
と
た
ず
ね
た

「
W
o
r
l
d
G
i
v
i
n
g

I
n
d
e
x
」（
2
0
2
4
年
）

だ
。
日
本
は
「
助
け
た
割
合
」

が
2
4
％
で
、
1
4
2
か
国

の
う
ち
下
か
ら
2
番
目
だ
っ

た
。
残
念
な
こ
と
に
、「
助
け

合
わ
な
い
国
」
と
み
ら
れ
て

い
る
。

あ
な
た
の
助
け
を
待
つ
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
人
を
見
た
ら
、

遠
慮
せ
ず
に
、
声
を
か
け
よ

う
。

2
0
2
4
年
1
0
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S

(

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社)

2025年 1月 4日
J-CAST ニュース

相
続
問
題
を
防
ぐ

遺
言
能
力
・意
思
能
力
®

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株

式
会
社（
東
京
都
）が
提
供
す

る
遺
言
能
力・
意
思
能
力
®

鑑
定
サ
ー
ビ
ス
は
、
有
数
の

権
威
あ
る
専
門
医
の
協
力
の

も
と
、
遺
言
作
成
を
行
う
方

の
判
断
能
力
を
医
学
的
見

地
か
ら
評
価
鑑
定
し
、
そ
の

鑑
定
結
果
を
医
学
鑑
定
書

と
い
う
客
観
的
資
料
と
し
て

提
供
す
る
国
内
初
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
2
0
1
4
年
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
生
前
・
没
後
あ
わ

せ
て
3
0
0
件
以
上
の
鑑
定

実
績
を
持
ち
特
許
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。（
特
許
番
号

／
第
７
５
５
４
４
３
９
号
）

こ
の
度
、
従
来
か
ら
提
供

し
て
い
る
意
思
能
力
®
鑑
定

の
サ
ー
ビ
ス
の
行
程
を
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。

依
頼
時
の
相
談
情
報
の
登

録
、
診
療
記
録
及
び
介
護
記

録
等
に
お
い
て
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
。
こ

の
発
明
は
、
特
許
す
る
も
の

と
確
定
い
た
だ
き
、
9
月

1
1
日
、
特
許
原
簿
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
本
特
許
に
よ

り
、
依
頼
か
ら
鑑
定
結
果
の

提
供
ま
で
に
要
し
て
い
た
期

間
と
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
遠
隔
地

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
よ

り
よ
い
意
思
能
力
鑑
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
遺
言
状
を
作

成
し
た
対
象
者
に
関
し
て
、

十
分
な
意
思
能
力
（
思
考
能

力
又
は
判
断
能
力
等
）
を
有

し
て
い
た
か
否
か
を
鑑
定
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
、

遺
言
能
力・
意
思
能
力
®
鑑

定
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
機
能
の

拡
充
に
加
え
、
A
I
を
用
い

た
情
報
分
析
な
ど
、
さ
ら
な

る
進
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
祖
父
の
お
葬
式
の
規
模
が

大
き
か
っ
た
。
途
中
か
ら
シ
ン

バ
ル
、
ミ
ニ
鐘
、
手
持
ち
ミ
ニ

木
魚
を
手
に
し
た
お
坊
さ
ん

が
6
人
追
加
で
登
場
し
た
の

だ
。
さ
ら
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

と

演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
面
白
い

と
言
う
よ
り
も
驚
き
が
勝
っ

た
。
葬
式
終
了
後
、
祖
母
か
ら

聞
い
た
の
だ
が
、
規
模
が
大
き

く
な
る
と
和
尚
さ
ん
を
何
人

か
呼
び
、
大
が
か
り
な
大
演
奏

会
で
弔
っ
て
く
れ
る
ら
し
い
。

祖
父
の
戒
名
も
立
派
だ
っ
た

か
ら
、
祖
父
っ
て
や
っ
ぱ
す
ご

い
人
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ

た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
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親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。パスワード

何から何まで
開かずの間

（30代 女性リンファ）

引き出しの
奥に隠れた
父の愛

（50代 女性 景日子)

財産は
ビッグでないが
うちのボス

（60代 男性 セピア）

家
族
葬
ホ
ー
ル
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社
（
大
阪
市
）

が
展
開
す
る
家
族
葬
ホ
ー
ル「
家

族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前
」
が
、

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前

は
、
従
来
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ

プ
を
思
わ
せ
る
会
館
で
は
な
く
、
ご

家
族
が
故
人
と
向
き
合
え
る
葬
儀

空
間
を
、
建
築
の
エ
レ
メ
ン
ト
や
採

光
窓
の
配
置
に
注
力
し
構
成
し
ま

し
た
。
外
観
は
周
辺
環
境
に
応
じ

た
形
状
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
彩
計
画

と
し
、
街
の
中
に
建
つ
葬
儀
会
館
と

し
て
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
で

入
棺
体
験

株
式
会
社
永
田
屋
は
「
マ
イ
ナ

ビ
横
浜
合
同
企
業
説
明
会
」
に
て
、

入
棺
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
葬
祭
業
の
意
義
や

命
の
尊
さ
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
直

接
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
験
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら

は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
入
れ
て

よ
か
っ
た
か
も
」「
意
外
と
居
心
地

が
良
い
」「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
み
た

い
」「
神
聖
な
感
じ
が
し
た
」。
特
に

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
思
っ
た

よ
り
温
か
く
感
じ
た
」
な
ど
、
単
な

る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

多
く
の
学
生
が
足
を
止
め
、さ
ら
に

は
他
の
出
展
企
業
の
方
々
も
体
験

を
見
学
す
る
な
ど
、
幅
広
い
関
心
を

引
き
ま
し
た
。「
入
棺
」
と
い
う
普

段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
を
通

じ
て
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
自
己

成
長
や
価
値
観
の
拡
張
に
つ
な
が

る
機
会
を
提
供
で
き
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
多
様
化
す

る
葬
送
文
化
を

徳
島
葬
送.
C
O
M
を
運
営
す
る

株
式
会
社
T
&
F
（
徳
島
県
）
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
2
日
に
、
地

域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
9
回
友
引

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。
人
口
減
少
や

家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
の

葬
送
文
化
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

中
、
新
た
な
対
話
の
場
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
香
り
漂
う
賑
や
か
な
空
間
で
、
新

し
い
価
値
観
と
の
出
会
い
を
提
供
す

る
本
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎
回
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
人
気
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

「
友
引
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
偶
数
月
開

催
の
地
域
の
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
入
棺
体

験
や
葬
儀
体
験
が
で
き
る
場
所
で
あ

り
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
回
新
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の

葬
送
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
新
し
い
選
択

肢
を
提
案
す
る
場
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
対
話
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
公
式
コ
ラ
ボ

棺
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
企
画
を
提
案
し
、

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
1
1
月
3
日

に
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
行
わ
れ
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
最
終
戦
で
の
初
披
露
で
は
、

自
身
や
家
族
の
た
め
に
7
件
の
申
し

込
み
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の

新
し
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S(

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社)

2
0
2
4
年
1
2
月
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
永
田
屋)
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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
着

け
て
い
る
人
を
見
た

ら
ど
う
す
れ
ば
…

「
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る

巻
い
て
い
る
人
」
と

赤
地
に
ハ
ー
ト
と
十
字
を
白

で
抜
い
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
。

見
た
目
か
ら
わ
か
り
に

く
い
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
た
ち
が
、
電
車
や

バ
ス
の
席
を
譲
っ
て
も
ら
う

と
い
っ
た
気
配
り
を
受
け
ら

れ
る
。
そ
ん
な
助
け
合
い
の

社
会
を
め
ざ
し
て
、「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
は
誕
生
し
た
。

2
0
1
2
年
に
東
京
都
で
考

案
さ
れ
、
全
国
に
広
が
り
、

自
治
体
の
窓
口
な
ど
で
対
象

者
に
無
料
で
配
ら
れ
て
い

る
。

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
約
5
割

マ
ー
ク
の
認
知
率
は
、

2
0
2
2
年
の
内
閣
府
の
調

査
に
よ
る
と
全
国
平
均
で

5
2
・
3
％
。
若
者
は
４
人

に
３
人
が
知
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢

者
は
３
割
に
と
ど
ま
る
。
地

域
差
も
あ
り
、
発
祥
の
地
で

あ
る
東
京
で
は
8
割
を
超
す

が
、
地
方
の
小
都
市
や
町
村

で
は
４
割
程
度
と
ま
だ
ま
だ

だ
。
2
0
2
4
年
４
月
に
発

足
し
た
超
党
派
の
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
普
及
・
促
進
議
員
連

盟
」
事
務
局
長
の
宮
口
治
子

さ
ん
は
、
出
演
番
組
で
そ
う

語
っ
て
い
る
。
重
度
の
広
汎

性
発
達
障
害
を
抱
え
る
息
子

と
の
経
験
か
ら
、
2
0
1
4

年
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存
在

を
知
っ
た
と
い
う
。

問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

て
い
る
。マ
ー
ク
を
着
け
た

人
が
優
先
席
を
譲
っ
て
も
ら

え
な
い
。マ
ー
ク
の
悪
用
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
利
用
。

フ
リ
マ
サ
イ
ト
で
有
料
転
売

さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ

た
。
当
初
の
目
標
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
。

日
本
は
「
助
け
合
わ
な
い
国
」

だ
っ
た

海
外
で
日
本
人
は
「
シ
ャ

イ
だ
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。

遠
慮
し
が
ち
で
引
っ
込
み
思

案
と
み
ら
れ
て
い
る
。
世
界

各
国
の
市
民
の
ふ
る
ま
い
を

比
べ
た
英
国
の
非
営
利
組
織

の
調
査
が
あ
る
。「
過
去
１
カ

月
間
に
、
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け

た
か
」
と
た
ず
ね
た

「
W
o
r
l
d
G
i
v
i
n
g

I
n
d
e
x
」（
2
0
2
4
年
）

だ
。
日
本
は
「
助
け
た
割
合
」

が
2
4
％
で
、
1
4
2
か
国

の
う
ち
下
か
ら
2
番
目
だ
っ

た
。
残
念
な
こ
と
に
、「
助
け

合
わ
な
い
国
」
と
み
ら
れ
て

い
る
。

あ
な
た
の
助
け
を
待
つ
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
人
を
見
た
ら
、

遠
慮
せ
ず
に
、
声
を
か
け
よ

う
。

2
0
2
4
年
1
0
月
2
1
日

P
R
T
I
M
E
S

(

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社)

2025年 1月 4日
J-CAST ニュース

相
続
問
題
を
防
ぐ

遺
言
能
力
・意
思
能
力
®

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
株

式
会
社（
東
京
都
）が
提
供
す

る
遺
言
能
力・
意
思
能
力
®

鑑
定
サ
ー
ビ
ス
は
、
有
数
の

権
威
あ
る
専
門
医
の
協
力
の

も
と
、
遺
言
作
成
を
行
う
方

の
判
断
能
力
を
医
学
的
見

地
か
ら
評
価
鑑
定
し
、
そ
の

鑑
定
結
果
を
医
学
鑑
定
書

と
い
う
客
観
的
資
料
と
し
て

提
供
す
る
国
内
初
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
2
0
1
4
年
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
生
前
・
没
後
あ
わ

せ
て
3
0
0
件
以
上
の
鑑
定

実
績
を
持
ち
特
許
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。（
特
許
番
号

／
第
７
５
５
４
４
３
９
号
）

こ
の
度
、
従
来
か
ら
提
供

し
て
い
る
意
思
能
力
®
鑑
定

の
サ
ー
ビ
ス
の
行
程
を
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。

依
頼
時
の
相
談
情
報
の
登

録
、
診
療
記
録
及
び
介
護
記

録
等
に
お
い
て
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
。
こ

の
発
明
は
、
特
許
す
る
も
の

と
確
定
い
た
だ
き
、
9
月

1
1
日
、
特
許
原
簿
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
本
特
許
に
よ

り
、
依
頼
か
ら
鑑
定
結
果
の

提
供
ま
で
に
要
し
て
い
た
期

間
と
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
遠
隔
地

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
よ

り
よ
い
意
思
能
力
鑑
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
遺
言
状
を
作

成
し
た
対
象
者
に
関
し
て
、

十
分
な
意
思
能
力
（
思
考
能

力
又
は
判
断
能
力
等
）
を
有

し
て
い
た
か
否
か
を
鑑
定
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
、

遺
言
能
力・
意
思
能
力
®
鑑

定
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
機
能
の

拡
充
に
加
え
、
A
I
を
用
い

た
情
報
分
析
な
ど
、
さ
ら
な

る
進
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
祖
父
の
お
葬
式
の
規
模
が

大
き
か
っ
た
。
途
中
か
ら
シ
ン

バ
ル
、
ミ
ニ
鐘
、
手
持
ち
ミ
ニ

木
魚
を
手
に
し
た
お
坊
さ
ん

が
6
人
追
加
で
登
場
し
た
の

だ
。
さ
ら
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

ち
ー
ん
！

ど
ー
ん
！

シ
ャ
ー
ン
！

と

演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
面
白
い

と
言
う
よ
り
も
驚
き
が
勝
っ

た
。
葬
式
終
了
後
、
祖
母
か
ら

聞
い
た
の
だ
が
、
規
模
が
大
き

く
な
る
と
和
尚
さ
ん
を
何
人

か
呼
び
、
大
が
か
り
な
大
演
奏

会
で
弔
っ
て
く
れ
る
ら
し
い
。

祖
父
の
戒
名
も
立
派
だ
っ
た

か
ら
、
祖
父
っ
て
や
っ
ぱ
す
ご

い
人
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ

た
。

お
葬
儀
面
白
エ
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ソ
ー
ド
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親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。パスワード

何から何まで
開かずの間

（30代 女性リンファ）

引き出しの
奥に隠れた
父の愛

（50代 女性 景日子)

財産は
ビッグでないが
うちのボス

（60代 男性 セピア）

家
族
葬
ホ
ー
ル
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社
（
大
阪
市
）

が
展
開
す
る
家
族
葬
ホ
ー
ル「
家

族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前
」
が
、

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
葬
の
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
神
前

は
、
従
来
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ

プ
を
思
わ
せ
る
会
館
で
は
な
く
、
ご

家
族
が
故
人
と
向
き
合
え
る
葬
儀

空
間
を
、
建
築
の
エ
レ
メ
ン
ト
や
採

光
窓
の
配
置
に
注
力
し
構
成
し
ま

し
た
。
外
観
は
周
辺
環
境
に
応
じ

た
形
状
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
彩
計
画

と
し
、
街
の
中
に
建
つ
葬
儀
会
館
と

し
て
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
で

入
棺
体
験

株
式
会
社
永
田
屋
は
「
マ
イ
ナ

ビ
横
浜
合
同
企
業
説
明
会
」
に
て
、

入
棺
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
葬
祭
業
の
意
義
や

命
の
尊
さ
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
直

接
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
験
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら

は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
入
れ
て

よ
か
っ
た
か
も
」「
意
外
と
居
心
地

が
良
い
」「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
み
た

い
」「
神
聖
な
感
じ
が
し
た
」。
特
に

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
思
っ
た

よ
り
温
か
く
感
じ
た
」
な
ど
、
単
な

る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

多
く
の
学
生
が
足
を
止
め
、さ
ら
に

は
他
の
出
展
企
業
の
方
々
も
体
験

を
見
学
す
る
な
ど
、
幅
広
い
関
心
を

引
き
ま
し
た
。「
入
棺
」
と
い
う
普

段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
を
通

じ
て
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
自
己

成
長
や
価
値
観
の
拡
張
に
つ
な
が

る
機
会
を
提
供
で
き
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
多
様
化
す

る
葬
送
文
化
を

徳
島
葬
送.
C
O
M
を
運
営
す
る

株
式
会
社
T
&
F
（
徳
島
県
）
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
2
日
に
、
地

域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
「
第
9
回
友
引

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。
人
口
減
少
や

家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
の

葬
送
文
化
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

中
、
新
た
な
対
話
の
場
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
香
り
漂
う
賑
や
か
な
空
間
で
、
新

し
い
価
値
観
と
の
出
会
い
を
提
供
す

る
本
マ
ル
シ
ェ
は
、
毎
回
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
人
気
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

「
友
引
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
偶
数
月
開

催
の
地
域
の
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
入
棺
体

験
や
葬
儀
体
験
が
で
き
る
場
所
で
あ

り
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
毎
回
新
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の

葬
送
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
新
し
い
選
択

肢
を
提
案
す
る
場
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
対
話
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
公
式
コ
ラ
ボ

棺
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
企
画
を
提
案
し
、

実
現
に
至
り
ま
し
た
。
1
1
月
3
日

に
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
行
わ
れ
た
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
最
終
戦
で
の
初
披
露
で
は
、

自
身
や
家
族
の
た
め
に
7
件
の
申
し

込
み
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の

新
し
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
2
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S(

ラ
ポ
ー
ル
株
式
会
社)

2
0
2
4
年
1
2
月
7
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
永
田
屋)
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究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

(2)  

2
0
2
5
年
1
月
2
日

現
代
ビ
ジ
ネ
ス

死
と
向
き
合
っ
て
、
見
え
て
き
た

も
の訪

問
看
護
や
が
ん
患
者
な
ど
の
病

床
訪
問
に
取
り
組
む
浄
土
宗
願
生
寺

（
大
阪
市
）の
大
河
内
大
博
住
職
に
は
、

忘
れ
が
た
い
記
憶
が
あ
る
。「
そ
の
女

性
は
7
0
代
で
が
ん
を
患
っ
た
の
で

す
が
、『
治
療
は
し
な
い
』
と
決
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
終
末
期
に
入

り
、
私
が
チ
ャ
プ
レ
ン
（
病
院
な
ど
に

勤
務
す
る
聖
職
者
）
と
し
て
勤
め
て

い
た
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院

さ
れ
た
の
で
す
。

私
が
病
室
に
お
邪
魔
し
た
と
き
、

女
性
の
机
の
上
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

が
ひ
と
つ
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。『
あ

な
た
、
見
て
ご
覧
な
さ
い
』
と
言
っ
て

見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
病
室
の
窓
か

ら
眺
め
た
風
景
を
撮
っ
た
写
真
で
し

た
」
女
性
は
写
真
を
毎
日
撮
っ
て
い

た
。
大
河
内
氏
に
は
、
ど
れ
も
何
の

変
哲
も
な
い
、
同
じ
街
の
風
景
を
写

し
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
。
だ
が
彼

女
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「『
あ
な
た
に
は
、

ど
れ
も
同
じ
景
色
に
見
え
る
で
し
ょ

う
？
で
も
私
に
は
、
毎
日
ぜ
ん
ぜ
ん

違
っ
て
見
え
る
の
よ
』
と
。
衝
撃
で
し

た
。
私
は
僧
と
し
て
、
普
段
は
法
話

な
ど
で『
命
は
有
限
で
あ
る
』と
か『
こ

の
世
は
諸
行
無
常
で
あ
る
』
な
ど
と

説
い
て
い
る
く
せ
に
、
毎
日
見
て
い
る

風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
。つ
ま
り
『
昨
日
と

同
じ
よ
う
に
今
日
が
あ
り
、
今
日
が

来
た
よ
う
に
ま
た
明
日
も
来
る
』
と
、

自
分
の
生
を
当
然
の
も
の
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
命

の
限
り
を
知
っ
て
い
る
そ
の
女
性
に

は
、
明
日
は
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、一
日
一
瞬
を
愛
お
し
み
、

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ま
さ
に
、仏
教
の『
刹
那
』の
境
地（
ほ

ん
の
短
い
あ
い
だ
に
も
、
万
物
は
流

転
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
）
に
達

し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

な
ぜ
、
女
性
は
そ
の
境
地
に
た
ど

り
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
は
病
を
得
て
、

死
に
つ
い
て
考
え
抜
き
、
そ
し
て
自
分

な
り
に
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ー
。

多
く
の
人
は
、
自
分
の
死
そ
の

も
の
に
悩
ん
で
い
る

相
続
や
墓
と
い
っ
た
俗
世
の
悩
み

は
、
誰
か
に
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
「
死
ぬ
の
が
こ
わ

い
」
と
い
う
悩
み
は
、
誰
に
で
も
打
ち

明
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
定
ま
っ

た
答
え
も
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

日
々
多
く
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い

る
、佛
心
宗
大
叢
山
福
厳
寺（
小
牧
市
）

大
愚
元
勝
和
尚
が
語
る
。「
私
が
ふ
だ

ん
、
住
職
と
し
て
寺
に
い
る
と
き
に

対
面
で
受
け
る
の
は
『
お
葬
式
や
法

要
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
』『
老
親
が

亡
く
な
っ
た
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
』

と
い
っ
た
相
談
が
多
い
で
す
。し
か
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
一
転
し
て
『
死
ぬ
の
が
こ

わ
い
』『
死
ぬ
の
が
不
安
だ
』
と
い
う

相
談
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
。

ほ
ん
と
う
は
多
く
の
人
が
、
自
分
の

『
死
そ
の
も
の
』
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
」。（
大
愚
氏
）

マ
イ
ナ
ス
な
記
憶
力
と
想
像
力

人
が
死
を
恐
れ
る
の
は
、
脳
を
大

き
く
発
達
さ
せ
た
が
ゆ
え
の
宿
命
だ
。

た
と
え
ば
犬
な
ど
は
「
時
間
」の
観

念
が
未
熟
で
、
ボ
ー
ル
の
動
き
の
よ

う
な
近
未
来
の
こ
と
は
予
測
で
き
て

も
、
数
年
後
、
十
数
年
後
に
自
分
が

「
独
身
税
」
っ
て
何
？

少
子
化
対
策
と
し
て
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
」
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
税

金
と
し
て
納
め
る
の
で
は
な
く
、
現

在
支
払
っ
て
い
る
社
会
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
る
形
で
、
ま
ず
は
平
均

2
5
0
円
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
る

予
定
で
す
。
金
額
は
令
和
1
0
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
増
額
し
て
い
く
こ

と
が
す
で
に
決
定
し
て
ま
す
。

子
育
て
世
帯
が
恩
恵
を
受
け
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
独
身
税
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

料
が
増
額
さ
れ
る
の
は
独
身
者
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
全
て
の
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
、
児
童
手
当
の

拡
充
や
妊
娠
・
出
産
時
の
給
付
金
な

ど
、
子
育
て
世
帯
が
利
用
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

死
を
迎
え
る
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。こ
の
星
の
中
で
、
自
ら
の
末

路
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
我
々
だ
け
な

の
だ
。「
人
間
に
は
、
特
有
の
能
力
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
記
憶
力
、

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
想
像
力
で
す
。

で
す
が
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
人
は

記
憶
力
を
『
後
悔
す
る
こ
と
』
に
、
想

像
力
を
『
未
来
を
憂
う
』こ
と
に
使
っ

て
い
ま
す
。『
別
の
人
と
結
婚
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
幸
せ
だ
っ
た
の
に
』
と

か
、『
老
後
資
金
が
2
0
0
0
万
円
貯

ま
っ
て
い
な
い
』
な
ど
と
悩
む
わ
け
で

す
。こ
れ
で
は
、せ
っ
か
く
得
た
力
を

間
違
っ
た
方
向
に
使
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」。（
大
愚
氏
）

死
ぬ
恐
怖
を
克
服
す
る
に
は
？

お
釈
迦
さ
ま
は
、
死
を
恐
れ
る
こ

と
を
『
愚
か
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
死
の
『
成
功
率
』
は

1
0
0
％
で
、ひ
と
り
の
例
外
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
先
祖
を
含
め
、こ
れ
ま

で
生
ま
れ
て
き
た
す
べ
て
の
人
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、じ

た
ば
た
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
な
の
で

す
。
必
要
以
上
に
恐
れ
て
も
、
何
の

意
味
も
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
と

し
っ
か
り
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」（
大
愚
氏
）
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【
悲
し
ま
な
い
で
、

　
　そ
し
て
生
き
て
】

著
者
／
鈴
木
秀
子

出
版
社
／
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス

亡
く
な
っ
た
あ
の
人
は
、
今

ど
こ
に
い
て
、
何
を
思
い
、

何
を
語
る
の
か
。
遺
さ
れ
た

人
を
救
っ
た
「
9
つ
の
実

話
」。
生
と
死
を
見
つ
め
続

け
る
カ
ソ
リ
ッ
ク（
聖
心
会
）

シ
ス
タ
ー
の
も
と
に
寄
せ
ら

れ
た
、
9
つ
の
不
思
議
な
体

験
実
話
。
病
で
逝
っ
た
幼
な

子
が
母
を
励
ま
す
言
葉
、
自

殺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
今

は
亡
き
医
師
、
雪
原
で
道
に

迷
う
孫
を
救
う
亡
き
祖
母

な
ど
、
涙
な
く
し
て
は
読
め

な
い
感
動
の
物
語
。

【
こ
れ
か
ら
の
死
に
方
】

著
者
／
椦
島
次
郎

出
版
社
／
平
凡
社

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化

と
と
も
に
、多
様
化
す
る
死

の
あ
り
方
。過
度
の
延
命
措

置
は
し
な
い
で
ほ
し
い
、墓

や
葬
式
は
必
要
な
い
、散
骨

し
て
ほ
し
い
、火
葬
以
外
の

方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
…
な

ど
、死
に
方
、死
後
の
送
ら
れ

方
を
選
ぶ
自
由
を
求
め
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。だ
が

そ
の
自
由
は
、「
自
己
決
定
」

の
名
の
も
と
で
無
制
限
に

認
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。生
命
倫
理
の
専
門
家
が

問
う
死
を
め
ぐ
る
自
由
の

範
囲
と
制
約
の
条
件
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

2
0
2
4
年
1
2
月
2
6
日

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

実
在
の
僧
侶
の
写

真
を
使
っ
た
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ
う

ず
め
く
り
』

実
在
の
僧
侶
の
写
真
を

使
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ

う
ず
め
く
り
』
が
X
で
話
題

に
。
実
際
に
遊
ん
だ
投
稿
主

と
、
制
作
者
に
斬
新
な
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
誕
生
秘
話
を

取
材
し
ま
し
た
。

「
本
日
の
地
獄
難
易
度
神

経
衰
弱
枠
《
ぼ
う
ず
め
く

り
》」と
、テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

た
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
写
真
を
投

稿
し
た
の
は
、漫
画
家
・
脚
本

家
の
磨
伸
映
一
郎

（
@
e
i
i
t
i
r
o
u
）さ
ん
。

カ
ー
ド
の
表
面
に
は
剃

髪
し
、
法
衣
を
着
た
男
性
。

全
員
が
実
在
す
る
僧
侶
で
、

作
っ
た
人
も
僧
侶
と
い
う

裏
話
に
、「
大
晦
日
に
家
族

総
出
で
や
り
た
い
や
ー

つ
！
」「
俺
の
知
っ
て
る
坊

主
め
く
り
と
違
う
」「
絶
対

見
分
け
つ
か
ん
わ
」「
蝉
丸

し
か
い
な
い
…
だ
と
…（
違
」

「
名
前
も
顔
立
ち
も
ひ
と
り

ひ
と
り
全
然
違
う
の
に
、
誰

一
人
と
し
て
頭
に
入
っ
て
こ

ね
ぇ
…
！
」と
反
響
が
続
々
。

『
ぼ
う
ず
め
く
り
』
は
、

承
諾
を
得
た
実
在
す
る
僧

侶
3
5
名
分
の
写
真
を
2

枚
ず
つ
使
用
し
た
7
0
枚
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ル
タ
や
百
人
一
首
の
よ

う
に
読
札
・
取
札
が
あ
り
、

読
札
を
裏
向
き
に
重
ね
て

山
札
と
し
、
取
札
を
表
に
向

け
て
場
に
広
げ
、
山
札
か
ら

引
い
た
1
枚
と
同
じ
僧
侶

の
札
を
場
か
ら
探
す
「
ぼ
う

ず
め
く
り
」の
他
、「
ぼ
う

ず
あ
わ
せ
」「
そ
れ
は
こ
の

ぼ
う
ず
で
す
か
？
」の
3
種

の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 娯楽 & 装花 ニュースあれこれ…

2
0
2
4
年
1
2
月
1
2
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇)

初
心
者
で
も
短
時

間
で
制
作
可
能
、

葬
儀
社
向
け
装
花

プ
レ
ー
ト

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

（
東
京
都
）
は
、
全
国
の
葬

儀
社
向
け
に
、
誰
が
制
作

し
て
も
同
じ
大
き
さ
・
形
・

品
質
の
菊
の
供
花
を
実
現

す
る
装
花
プ
レ
ー
ト
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」（
特
許
出

願
済
）
を
、
販
売
開
始
。
こ

の
商
品
に
よ
っ
て
、
技
術
者

不
足
や
過
重
労
働
の
解
消

と
生
産
性
の
向
上
が
期
待

で
き
、誰
が
制
作
し
て
も「
同

じ
大
き
さ
」「
同
じ
形
」「
同

じ
品
質
」の
菊
の
供
花
が
完

成
す
る
た
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ

の
平
準
化
が
見
込
め
ま
す
。

二
層
構
造
の
ア
ク
リ
ル

製
プ
レ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
る

供
花
専
用
の
プ
レ
ー
ト
で

す
。
プ
レ
ー
ト
に
は
花
の
茎

を
通
す
穴
が
3
2
個
開
い
て

お
り
、
上
下
の
プ
レ
ー
ト
の

穴
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ュ
ー
ブ
で

繋
が
っ
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
一
般
的

な
供
花
や
ス
タ
ン
ド
花
で
使

用
さ
れ
る
花
桶
3
号
サ
イ

ズ
に
収
ま
る
よ
う
、
直
径

1
9
c
m
、高
さ
4
・
5
c
m

に
設
計
し
て
い
ま
す
。

制
作
者
は
、こ
の
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」
を
花
桶
に

取
り
付
け
、
挿
入
口
の
穴
ご

と
に
指
定
さ
れ
た
長
さ
の

生
花
を
挿
し
て
い
く
だ
け

で
、
未
経
験
者
で
も
美
し
い

菊
の
供
花
を
短
時
間
で
制

作
で
き
ま
す
。
保
水
は
、
花

桶
に
セ
ッ
ト
し
た
プ
レ
ー
ト

の
下
ま
で
水
を
入
れ
る
こ
と

で
対
応
し
て
お
り
、フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
一
般
的
に

使
用
さ
れ
る
給
水
性
ス
ポ

ン
ジ
が
不
要
と
な
る
た
め
、

仕
入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
と
環

境
配
慮
の
両
立
が
期
待
で

き
ま
す
。

究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

(2)  

2
0
2
5
年
1
月
2
日

現
代
ビ
ジ
ネ
ス

死
と
向
き
合
っ
て
、
見
え
て
き
た

も
の訪

問
看
護
や
が
ん
患
者
な
ど
の
病

床
訪
問
に
取
り
組
む
浄
土
宗
願
生
寺

（
大
阪
市
）の
大
河
内
大
博
住
職
に
は
、

忘
れ
が
た
い
記
憶
が
あ
る
。「
そ
の
女

性
は
7
0
代
で
が
ん
を
患
っ
た
の
で

す
が
、『
治
療
は
し
な
い
』
と
決
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
終
末
期
に
入

り
、
私
が
チ
ャ
プ
レ
ン
（
病
院
な
ど
に

勤
務
す
る
聖
職
者
）
と
し
て
勤
め
て

い
た
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院

さ
れ
た
の
で
す
。

私
が
病
室
に
お
邪
魔
し
た
と
き
、

女
性
の
机
の
上
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

が
ひ
と
つ
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。『
あ

な
た
、
見
て
ご
覧
な
さ
い
』
と
言
っ
て

見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
病
室
の
窓
か

ら
眺
め
た
風
景
を
撮
っ
た
写
真
で
し

た
」
女
性
は
写
真
を
毎
日
撮
っ
て
い

た
。
大
河
内
氏
に
は
、
ど
れ
も
何
の

変
哲
も
な
い
、
同
じ
街
の
風
景
を
写

し
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
。
だ
が
彼

女
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「『
あ
な
た
に
は
、

ど
れ
も
同
じ
景
色
に
見
え
る
で
し
ょ

う
？
で
も
私
に
は
、
毎
日
ぜ
ん
ぜ
ん

違
っ
て
見
え
る
の
よ
』
と
。
衝
撃
で
し

た
。
私
は
僧
と
し
て
、
普
段
は
法
話

な
ど
で『
命
は
有
限
で
あ
る
』と
か『
こ

の
世
は
諸
行
無
常
で
あ
る
』
な
ど
と

説
い
て
い
る
く
せ
に
、
毎
日
見
て
い
る

風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
。つ
ま
り
『
昨
日
と

同
じ
よ
う
に
今
日
が
あ
り
、
今
日
が

来
た
よ
う
に
ま
た
明
日
も
来
る
』
と
、

自
分
の
生
を
当
然
の
も
の
だ
と
思
い

こ
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
命

の
限
り
を
知
っ
て
い
る
そ
の
女
性
に

は
、
明
日
は
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、一
日
一
瞬
を
愛
お
し
み
、

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

ま
さ
に
、仏
教
の『
刹
那
』の
境
地（
ほ

ん
の
短
い
あ
い
だ
に
も
、
万
物
は
流

転
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
）
に
達

し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

な
ぜ
、
女
性
は
そ
の
境
地
に
た
ど

り
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
は
病
を
得
て
、

死
に
つ
い
て
考
え
抜
き
、
そ
し
て
自
分

な
り
に
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ー
。

多
く
の
人
は
、
自
分
の
死
そ
の

も
の
に
悩
ん
で
い
る

相
続
や
墓
と
い
っ
た
俗
世
の
悩
み

は
、
誰
か
に
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
「
死
ぬ
の
が
こ
わ

い
」
と
い
う
悩
み
は
、
誰
に
で
も
打
ち

明
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
定
ま
っ

た
答
え
も
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

日
々
多
く
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い

る
、佛
心
宗
大
叢
山
福
厳
寺（
小
牧
市
）

大
愚
元
勝
和
尚
が
語
る
。「
私
が
ふ
だ

ん
、
住
職
と
し
て
寺
に
い
る
と
き
に

対
面
で
受
け
る
の
は
『
お
葬
式
や
法

要
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
』『
老
親
が

亡
く
な
っ
た
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
』

と
い
っ
た
相
談
が
多
い
で
す
。し
か
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
一
転
し
て
『
死
ぬ
の
が
こ

わ
い
』『
死
ぬ
の
が
不
安
だ
』
と
い
う

相
談
が
毎
日
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
。

ほ
ん
と
う
は
多
く
の
人
が
、
自
分
の

『
死
そ
の
も
の
』
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
」。（
大
愚
氏
）

マ
イ
ナ
ス
な
記
憶
力
と
想
像
力

人
が
死
を
恐
れ
る
の
は
、
脳
を
大

き
く
発
達
さ
せ
た
が
ゆ
え
の
宿
命
だ
。

た
と
え
ば
犬
な
ど
は
「
時
間
」の
観

念
が
未
熟
で
、
ボ
ー
ル
の
動
き
の
よ

う
な
近
未
来
の
こ
と
は
予
測
で
き
て

も
、
数
年
後
、
十
数
年
後
に
自
分
が

「
独
身
税
」
っ
て
何
？

少
子
化
対
策
と
し
て
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
」
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
税

金
と
し
て
納
め
る
の
で
は
な
く
、
現

在
支
払
っ
て
い
る
社
会
保
険
料
に
上

乗
せ
さ
れ
る
形
で
、
ま
ず
は
平
均

2
5
0
円
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
る

予
定
で
す
。
金
額
は
令
和
1
0
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
増
額
し
て
い
く
こ

と
が
す
で
に
決
定
し
て
ま
す
。

子
育
て
世
帯
が
恩
恵
を
受
け
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
独
身
税
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険

料
が
増
額
さ
れ
る
の
は
独
身
者
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
全
て
の
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
、
児
童
手
当
の

拡
充
や
妊
娠
・
出
産
時
の
給
付
金
な

ど
、
子
育
て
世
帯
が
利
用
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

死
を
迎
え
る
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。こ
の
星
の
中
で
、
自
ら
の
末

路
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
我
々
だ
け
な

の
だ
。「
人
間
に
は
、
特
有
の
能
力
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
記
憶
力
、

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
想
像
力
で
す
。

で
す
が
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
人
は

記
憶
力
を
『
後
悔
す
る
こ
と
』
に
、
想

像
力
を
『
未
来
を
憂
う
』こ
と
に
使
っ

て
い
ま
す
。『
別
の
人
と
結
婚
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
幸
せ
だ
っ
た
の
に
』
と

か
、『
老
後
資
金
が
2
0
0
0
万
円
貯

ま
っ
て
い
な
い
』
な
ど
と
悩
む
わ
け
で

す
。こ
れ
で
は
、せ
っ
か
く
得
た
力
を

間
違
っ
た
方
向
に
使
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」。（
大
愚
氏
）

死
ぬ
恐
怖
を
克
服
す
る
に
は
？

お
釈
迦
さ
ま
は
、
死
を
恐
れ
る
こ

と
を
『
愚
か
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
死
の
『
成
功
率
』
は

1
0
0
％
で
、ひ
と
り
の
例
外
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
先
祖
を
含
め
、こ
れ
ま

で
生
ま
れ
て
き
た
す
べ
て
の
人
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、じ

た
ば
た
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
な
の
で

す
。
必
要
以
上
に
恐
れ
て
も
、
何
の

意
味
も
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
と

し
っ
か
り
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」（
大
愚
氏
）
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【
悲
し
ま
な
い
で
、

　
　そ
し
て
生
き
て
】

著
者
／
鈴
木
秀
子

出
版
社
／
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス

亡
く
な
っ
た
あ
の
人
は
、
今

ど
こ
に
い
て
、
何
を
思
い
、

何
を
語
る
の
か
。
遺
さ
れ
た

人
を
救
っ
た
「
9
つ
の
実

話
」。
生
と
死
を
見
つ
め
続

け
る
カ
ソ
リ
ッ
ク（
聖
心
会
）

シ
ス
タ
ー
の
も
と
に
寄
せ
ら

れ
た
、
9
つ
の
不
思
議
な
体

験
実
話
。
病
で
逝
っ
た
幼
な

子
が
母
を
励
ま
す
言
葉
、
自

殺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
今

は
亡
き
医
師
、
雪
原
で
道
に

迷
う
孫
を
救
う
亡
き
祖
母

な
ど
、
涙
な
く
し
て
は
読
め

な
い
感
動
の
物
語
。

【
こ
れ
か
ら
の
死
に
方
】

著
者
／
椦
島
次
郎

出
版
社
／
平
凡
社

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化

と
と
も
に
、多
様
化
す
る
死

の
あ
り
方
。過
度
の
延
命
措

置
は
し
な
い
で
ほ
し
い
、墓

や
葬
式
は
必
要
な
い
、散
骨

し
て
ほ
し
い
、火
葬
以
外
の

方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
…
な

ど
、死
に
方
、死
後
の
送
ら
れ

方
を
選
ぶ
自
由
を
求
め
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。だ
が

そ
の
自
由
は
、「
自
己
決
定
」

の
名
の
も
と
で
無
制
限
に

認
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。生
命
倫
理
の
専
門
家
が

問
う
死
を
め
ぐ
る
自
由
の

範
囲
と
制
約
の
条
件
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

2
0
2
4
年
1
2
月
2
6
日

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

実
在
の
僧
侶
の
写

真
を
使
っ
た
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ
う

ず
め
く
り
』

実
在
の
僧
侶
の
写
真
を

使
っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
ぼ

う
ず
め
く
り
』
が
X
で
話
題

に
。
実
際
に
遊
ん
だ
投
稿
主

と
、
制
作
者
に
斬
新
な
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
誕
生
秘
話
を

取
材
し
ま
し
た
。

「
本
日
の
地
獄
難
易
度
神

経
衰
弱
枠
《
ぼ
う
ず
め
く

り
》」と
、テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

た
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
写
真
を
投

稿
し
た
の
は
、漫
画
家
・
脚
本

家
の
磨
伸
映
一
郎

（
@
e
i
i
t
i
r
o
u
）さ
ん
。

カ
ー
ド
の
表
面
に
は
剃

髪
し
、
法
衣
を
着
た
男
性
。

全
員
が
実
在
す
る
僧
侶
で
、

作
っ
た
人
も
僧
侶
と
い
う

裏
話
に
、「
大
晦
日
に
家
族

総
出
で
や
り
た
い
や
ー

つ
！
」「
俺
の
知
っ
て
る
坊

主
め
く
り
と
違
う
」「
絶
対

見
分
け
つ
か
ん
わ
」「
蝉
丸

し
か
い
な
い
…
だ
と
…（
違
」

「
名
前
も
顔
立
ち
も
ひ
と
り

ひ
と
り
全
然
違
う
の
に
、
誰

一
人
と
し
て
頭
に
入
っ
て
こ

ね
ぇ
…
！
」と
反
響
が
続
々
。

『
ぼ
う
ず
め
く
り
』
は
、

承
諾
を
得
た
実
在
す
る
僧

侶
3
5
名
分
の
写
真
を
2

枚
ず
つ
使
用
し
た
7
0
枚
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ル
タ
や
百
人
一
首
の
よ

う
に
読
札
・
取
札
が
あ
り
、

読
札
を
裏
向
き
に
重
ね
て

山
札
と
し
、
取
札
を
表
に
向

け
て
場
に
広
げ
、
山
札
か
ら

引
い
た
1
枚
と
同
じ
僧
侶

の
札
を
場
か
ら
探
す
「
ぼ
う

ず
め
く
り
」の
他
、「
ぼ
う

ず
あ
わ
せ
」「
そ
れ
は
こ
の

ぼ
う
ず
で
す
か
？
」の
3
種

の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

 娯楽 & 装花 ニュースあれこれ…

2
0
2
4
年
1
2
月
1
2
日

P
R
T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇)

初
心
者
で
も
短
時

間
で
制
作
可
能
、

葬
儀
社
向
け
装
花

プ
レ
ー
ト

株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

（
東
京
都
）
は
、
全
国
の
葬

儀
社
向
け
に
、
誰
が
制
作

し
て
も
同
じ
大
き
さ
・
形
・

品
質
の
菊
の
供
花
を
実
現

す
る
装
花
プ
レ
ー
ト
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」（
特
許
出

願
済
）
を
、
販
売
開
始
。
こ

の
商
品
に
よ
っ
て
、
技
術
者

不
足
や
過
重
労
働
の
解
消

と
生
産
性
の
向
上
が
期
待

で
き
、誰
が
制
作
し
て
も「
同

じ
大
き
さ
」「
同
じ
形
」「
同

じ
品
質
」の
菊
の
供
花
が
完

成
す
る
た
め
、
ク
オ
リ
テ
ィ

の
平
準
化
が
見
込
め
ま
す
。

二
層
構
造
の
ア
ク
リ
ル

製
プ
レ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
る

供
花
専
用
の
プ
レ
ー
ト
で

す
。
プ
レ
ー
ト
に
は
花
の
茎

を
通
す
穴
が
3
2
個
開
い
て

お
り
、
上
下
の
プ
レ
ー
ト
の

穴
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ュ
ー
ブ
で

繋
が
っ
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
一
般
的

な
供
花
や
ス
タ
ン
ド
花
で
使

用
さ
れ
る
花
桶
3
号
サ
イ

ズ
に
収
ま
る
よ
う
、
直
径

1
9
c
m
、高
さ
4
・
5
c
m

に
設
計
し
て
い
ま
す
。

制
作
者
は
、こ
の
「
だ
れ

d
e
m
o
供
花
」
を
花
桶
に

取
り
付
け
、
挿
入
口
の
穴
ご

と
に
指
定
さ
れ
た
長
さ
の

生
花
を
挿
し
て
い
く
だ
け

で
、
未
経
験
者
で
も
美
し
い

菊
の
供
花
を
短
時
間
で
制

作
で
き
ま
す
。
保
水
は
、
花

桶
に
セ
ッ
ト
し
た
プ
レ
ー
ト

の
下
ま
で
水
を
入
れ
る
こ
と

で
対
応
し
て
お
り
、フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
一
般
的
に

使
用
さ
れ
る
給
水
性
ス
ポ

ン
ジ
が
不
要
と
な
る
た
め
、

仕
入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
と
環

境
配
慮
の
両
立
が
期
待
で

き
ま
す
。



(1)  2025年2月

2025年

2月号

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土

　「自
律
神
経
は
5
0
歳
を
過
ぎ

る
と
、
野
生
動
物
で
あ
れ
ば
自
然

界
で
生
き
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

下
が
る
」。
そ
う
語
る
の
は
、
自
律

神
経
の
名
医
・
順
天
堂
大
学
医
学

部
の
小
林
弘
幸
教
授
で
す
。
避
け

て
通
れ
な
い
老
い
の
真
っ
た
だ
中

で
、
自
律
神
経
を
整
え
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
習
慣
を
身
に
付
け
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
?

　生
き
て
い
く
上
で
最
大
の
難
関

と
も
い
え
る
の
が
人
間
関
係
。
そ

の
す
べ
て
を
握
る
の
が
、
他
人
か

ら
ど
う
思
わ
れ
た
い
か
、
と
い
う

人
か
ら
の
評
価
で
す
。
特
に
生
き

て
い
く
上
で
は
、
ご
近
所
づ
き
あ

い
か
ら
会
社
の
勤
務
査
定
ま
で
、

他
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
。
組
織
に
所
属
し
て
い
る
限
り

は
、
む
し
ろ
す
べ
て
が
人
か
ら
の

評
価
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。
上
司
か
ら
「
あ
い
つ
は
ダ

メ
だ
な
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
同

僚
か
ら
「
あ
の
人
は
す
ご
い
な
あ
」

と
言
わ
れ
た
い
。
中
に
は
目
標
を

そ
こ
に
設
定
し
て
、
そ
の
為
に
頑

張
っ
て
き
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
自
律

神
経
の
視
点
か
ら
い
う
と
、
人
か

ら
の
評
価
を
気
に
す
る
こ
と
は
、

相
当
自
律
神
経
を
乱
し
ま
す
。

　私
は
日
ご
ろ
か
ら
、
本
当
の
意

味
で
の
人
生
の
成
功
者
と
い
う
の

は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
人
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
人
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
関
係

な
い
、
自
分
の
道
を
信
じ
て
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
や
る
人

間
こ
そ
、
人
生
の
勝
者
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

再
三
、
他
人
の
目
を
気
に
し
て
、

評
価
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
か
ら
解

放
さ
れ
る
の
が
定
年
で
す
。
他
人

の
基
準
を
自
分
の
基
準
に
書
き
換

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
を
や
っ

た
ら
評
価
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
す
れ
ば
売
上
に
結
び
付

く
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
基

準
か
ら
、「
自
分
は
何
を
や
り
た
い

か
」
こ
こ
に
人
生
の
軸
を
置
き
換

え
る
と
き
で
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
日
光
東
照
宮

の
サ
ル
に
な
り
き
れ
ば
間
違
い
な

く
う
ま
く
い
き
ま
す
。「
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
」
と
い
う

姿
勢
が
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。
余

計
な
も
の
を
見
る
か
ら
隣
の
芝
生

が
青
く
見
え
て
迷
い
が
出
ま
す
。

嫉
妬
や
迷
い
の
感
情
は
自
律
神
経

を
乱
し
ま
す
。
余
計
な
こ
と
を
言

う
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
り
後

悔
し
た
り
、
余
計
な
こ
と
を
聞
く

か
ら
心
配
ご
と
が
増
え
た
り
不
安

が
つ
の
っ
た
り
…
…
。
結
局
「
ゴ
ー

イ
ン
グ
・
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
が
一
番
。

　い
い
人
生
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

日
光
の
サ
ル
に
徹
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
教
え
は
究
極
の
人
生
の

過
ご
し
方
だ
と
思
い
ま
す
。
現
役

生
活
の
間
は
な
か
な
か
そ
う
も
い

か
な
か
っ
た
方
も
、
定
年
後
は
で

き
な
い
理
由
は
な
い
で
し
ょ
う
。

いい老後になるか否か… 日光三猿に学ぶ

販促カレンダー＜２月＞　如月

二
月
礼
者
、三
重 

尾
鷲
ヤ
ー
ヤ
祭
り (

〜
５
日) 

石
川 

竹
割
り
祭
り
、・
愛
知 

豊
橋
鬼
祭
り(

〜
11
日)

初
午
、宮
城 

米
川
水
か
ぶ
り
、和
歌
山 

新
倉
神
社
御
燈
祭

立
春
節
分

針
供
養

千
葉 

茂
名
の
里
芋
祭

京
都 

北
野
天
満
宮
梅
花
祭

天
皇
誕
生
日
、京
都 

五
大
力
尊
仁
王
会

群
馬 

上
州
白
久
保
の
お
茶
講

三
重 

伊
勢
神
宮
祈
年
祭
、青
森 

八
戸
え
ん
ぶ
り(

〜
20
日)

、京
都 

居
籠
祭(

15
日
〜)

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、奈
良 

長
谷
寺
だ
だ
お
し

雨
水 建

国
記
念
日
、東
京 

徳
丸
北
野
神
社
田
遊
び
、茨
城 

水
戸
の
梅
ま
つ
り(

〜
３
月
末)

日
蓮
大
聖
人
御
誕
生
会

涅
槃
会
、福
井 

水
海
の
田
楽
能
舞
、福
島 

信
夫
三
山
暁
参
り
、横
手
の
か
ま
く
ら(

〜
16
日)
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１日（1953年）

NHK東京テレビ開局祝
賀式のあと舞台中継な
どを放送。日本初のテレ
ビ本放送となる。

日本初のテレビ
本放送開始

2日（1976年）

黒柳徹子が司会を務め
るトーク番組。40年を
超える長寿番組。初回の
ゲストは森繁久彌。

『徹子の部屋』
の放送開始

3日（1958年）

若乃花幹士（第65代横
綱・貴乃花の叔父）が第
45代横綱に昇進。栃錦
と共に栃若時代を築く

若乃花が
横綱に昇進

4日（2004年）

アメリカでサービスを
開始。日本語版は2008
年に公開。2012年9月に
はユーザー数が10億人
を超えた。

「Facebook」が
開設される。

7日（1998年）

20世紀最後の冬季オリ
ンピック。冬季オリンピ
ックとしては、最も南に
位置する都市で開催さ
れた。

長野オリンピック
開催

8日（1887年）

通信省のマークが「丁」
に決定。6日後、カタカ
ナの「テ」を図案化した
「〒」に変更される。

郵便マークが
決定される

9日（1948年）

「セーラー万年筆」が業
界のトップを切ってボー
ルペンを発売。ブームの
導火線となる。

初の国産ボー
ルペンが発売

10日（1988年）

ファミリーコンピュータ
用のゲームソフト。量販
店の前に数㎞の行列が
できるなどの社会現象
を巻き起こした。

『ドラゴンクエスト III 
そして伝説へ…』発売

13日（1875年）

すべての国民が姓を名
乗ることを義務づけら
れる。

「平民苗字必称
義務令」布告

世界初の
レトルトカレー発売

14日（1946年）

世界初のデジタル電子
計算機（コンピュータ）
がアメリカのペンシル
バニア大学で公開され
る。

世界初の
コンピュータ公開

15日（2005年）

アメリカのカリフォルニ
ア州で設立されたサー
ビス。初めて動画が投稿
されたのは同年4月23
日である。

「YouTube」が
スタート

16日（1883年）

東京気象台が、ドイツ人
気象学者の指導の下、7
色刷りの日本初の天気
図を作成する。

日本初の
天気図を作成

19日（1907年）

警視庁が日本初の自動
車運転規則「自動車取
締規則」を制定。スピー
ド制限等が定められる。

日本初の自動車
運転規則制定

20日（1997年）

大阪市西区にある多目
的ドーム球場兼複合レ
ジャー施設。2006年か
ら呼称が京セラドーム
大阪になった。

大阪ドームが
完成

21日（1872年）

「毎日新聞」の前身。現存
する日刊紙では最も古
い歴史を誇る。世界初の
新聞戸別配達を実施し
た。

「東京日日新聞」
が創刊

22日（1989年）

佐賀県教育委員会の発
掘調査で、吉野ヶ里に弥
生時代の大集落が存在
していた事が確認。

「吉野ケ里遺跡」が
確認される

25日（1978年）

『未知との遭遇』が公開
され、SF映画ブームの火
付け役に。同年に『スタ
ーウォーズ』も公開され
ている。

『未知との遭遇』が
日本で公開

26日（1914年）

太平洋と大西洋を連絡
する運河。当初はフラン
ス人技師が工事を進め
ていたが失脚。アメリカ
が引き継ぎ完成させた。

パナマ運河開通

5日（1920年）

「大学令」が施行され、慶
應義塾大学と早稲田大
学が初の私立大学とし
て許可される。

私立大学が認可
6日（2011年）

日本相撲協会は2011年
春場所の中止を決定。本
場所中止は65年ぶり
で、不祥事を理由とした
中止は初。

大相撲
八百長問題

11日（1889年）

これを祝い考え出され
てたのが「万歳」の発声
で、この日初めて「万歳
三唱」が行われる。

「大日本帝国憲法」
が発布

12日（1968年）

レトルトカレーの『ボン
カレー』が大塚食品から
発売。初めは阪神地区で
限定販売であった。翌年
5月から全国で販売。

17日（1925年）

エジプトで発見。純金製
の棺桶など3000点以
上の品々が埋葬されて
おり、「世紀の発見」と言
われた。

ツタンカーメン王
の墓が発見される

18日（1950年）

「さっぽろ雪まつり」の
第1回大会が開会。6つ
の石像を札幌市の中
学・高校の生徒が制
作。

第 1回
雪まつり開会

23日（1977年）

宇宙開発事業団が種子
島宇宙センターから打
ち上げた技術試験衛星。
日本初の静止衛星。

「きく 2号」が
打ち上げ

24日（1958年）

子供たちに圧倒的な支
持を受けた正義の味方。
平均視聴率は40％、最
高で67.8％の記録を残
す。

『月光仮面』の
放送開始

27日（2005年）

東北新幹線の十和田駅 
から新青森駅間にある
新幹線専用かつ世界最
長の陸上トンネルで、全
長26㎞を超える。

八甲田トンネル
が貫通

28日（1964年）

週刊少年サンデーで『オ
バケのQ太郎』の連載が
始まる。その後アニメ化
され、ブームとなる。

『オバケのQ太郎』
連載開始

2月（如月・February）

(８)  (1)  2025年2月

2025年

2月号

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土

　「自
律
神
経
は
5
0
歳
を
過
ぎ

る
と
、
野
生
動
物
で
あ
れ
ば
自
然

界
で
生
き
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

下
が
る
」。
そ
う
語
る
の
は
、
自
律

神
経
の
名
医
・
順
天
堂
大
学
医
学

部
の
小
林
弘
幸
教
授
で
す
。
避
け

て
通
れ
な
い
老
い
の
真
っ
た
だ
中

で
、
自
律
神
経
を
整
え
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
習
慣
を
身
に
付
け
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
?

　生
き
て
い
く
上
で
最
大
の
難
関

と
も
い
え
る
の
が
人
間
関
係
。
そ

の
す
べ
て
を
握
る
の
が
、
他
人
か

ら
ど
う
思
わ
れ
た
い
か
、
と
い
う

人
か
ら
の
評
価
で
す
。
特
に
生
き

て
い
く
上
で
は
、
ご
近
所
づ
き
あ

い
か
ら
会
社
の
勤
務
査
定
ま
で
、

他
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
。
組
織
に
所
属
し
て
い
る
限
り

は
、
む
し
ろ
す
べ
て
が
人
か
ら
の

評
価
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。
上
司
か
ら
「
あ
い
つ
は
ダ

メ
だ
な
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
同

僚
か
ら
「
あ
の
人
は
す
ご
い
な
あ
」

と
言
わ
れ
た
い
。
中
に
は
目
標
を

そ
こ
に
設
定
し
て
、
そ
の
為
に
頑

張
っ
て
き
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
自
律

神
経
の
視
点
か
ら
い
う
と
、
人
か

ら
の
評
価
を
気
に
す
る
こ
と
は
、

相
当
自
律
神
経
を
乱
し
ま
す
。

　私
は
日
ご
ろ
か
ら
、
本
当
の
意

味
で
の
人
生
の
成
功
者
と
い
う
の

は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
人
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
人
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
関
係

な
い
、
自
分
の
道
を
信
じ
て
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
や
る
人

間
こ
そ
、
人
生
の
勝
者
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

再
三
、
他
人
の
目
を
気
に
し
て
、

評
価
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
か
ら
解

放
さ
れ
る
の
が
定
年
で
す
。
他
人

の
基
準
を
自
分
の
基
準
に
書
き
換

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
を
や
っ

た
ら
評
価
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
す
れ
ば
売
上
に
結
び
付

く
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
基

準
か
ら
、「
自
分
は
何
を
や
り
た
い

か
」
こ
こ
に
人
生
の
軸
を
置
き
換

え
る
と
き
で
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
日
光
東
照
宮

の
サ
ル
に
な
り
き
れ
ば
間
違
い
な

く
う
ま
く
い
き
ま
す
。「
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
」
と
い
う

姿
勢
が
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。
余

計
な
も
の
を
見
る
か
ら
隣
の
芝
生

が
青
く
見
え
て
迷
い
が
出
ま
す
。

嫉
妬
や
迷
い
の
感
情
は
自
律
神
経

を
乱
し
ま
す
。
余
計
な
こ
と
を
言

う
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
り
後

悔
し
た
り
、
余
計
な
こ
と
を
聞
く

か
ら
心
配
ご
と
が
増
え
た
り
不
安

が
つ
の
っ
た
り
…
…
。
結
局
「
ゴ
ー

イ
ン
グ
・
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」
が
一
番
。

　い
い
人
生
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

日
光
の
サ
ル
に
徹
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
教
え
は
究
極
の
人
生
の

過
ご
し
方
だ
と
思
い
ま
す
。
現
役

生
活
の
間
は
な
か
な
か
そ
う
も
い

か
な
か
っ
た
方
も
、
定
年
後
は
で

き
な
い
理
由
は
な
い
で
し
ょ
う
。

いい老後になるか否か… 日光三猿に学ぶ

販促カレンダー＜２月＞　如月

二
月
礼
者
、三
重 

尾
鷲
ヤ
ー
ヤ
祭
り (

〜
５
日) 

石
川 

竹
割
り
祭
り
、・
愛
知 

豊
橋
鬼
祭
り(

〜
11
日)

初
午
、宮
城 

米
川
水
か
ぶ
り
、和
歌
山 

新
倉
神
社
御
燈
祭

立
春
節
分

針
供
養

千
葉 

茂
名
の
里
芋
祭

京
都 

北
野
天
満
宮
梅
花
祭

天
皇
誕
生
日
、京
都 

五
大
力
尊
仁
王
会

群
馬 

上
州
白
久
保
の
お
茶
講

三
重 

伊
勢
神
宮
祈
年
祭
、青
森 

八
戸
え
ん
ぶ
り(

〜
20
日)

、京
都 

居
籠
祭(

15
日
〜)

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、奈
良 

長
谷
寺
だ
だ
お
し

雨
水 建

国
記
念
日
、東
京 

徳
丸
北
野
神
社
田
遊
び
、茨
城 

水
戸
の
梅
ま
つ
り(

〜
３
月
末)

日
蓮
大
聖
人
御
誕
生
会

涅
槃
会
、福
井 

水
海
の
田
楽
能
舞
、福
島 

信
夫
三
山
暁
参
り
、横
手
の
か
ま
く
ら(

〜
16
日)
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１日（1953年）

NHK東京テレビ開局祝
賀式のあと舞台中継な
どを放送。日本初のテレ
ビ本放送となる。

日本初のテレビ
本放送開始

2日（1976年）

黒柳徹子が司会を務め
るトーク番組。40年を
超える長寿番組。初回の
ゲストは森繁久彌。

『徹子の部屋』
の放送開始

3日（1958年）

若乃花幹士（第65代横
綱・貴乃花の叔父）が第
45代横綱に昇進。栃錦
と共に栃若時代を築く

若乃花が
横綱に昇進

4日（2004年）

アメリカでサービスを
開始。日本語版は2008
年に公開。2012年9月に
はユーザー数が10億人
を超えた。

「Facebook」が
開設される。

7日（1998年）

20世紀最後の冬季オリ
ンピック。冬季オリンピ
ックとしては、最も南に
位置する都市で開催さ
れた。

長野オリンピック
開催

8日（1887年）

通信省のマークが「丁」
に決定。6日後、カタカ
ナの「テ」を図案化した
「〒」に変更される。

郵便マークが
決定される

9日（1948年）

「セーラー万年筆」が業
界のトップを切ってボー
ルペンを発売。ブームの
導火線となる。

初の国産ボー
ルペンが発売

10日（1988年）

ファミリーコンピュータ
用のゲームソフト。量販
店の前に数㎞の行列が
できるなどの社会現象
を巻き起こした。

『ドラゴンクエスト III 
そして伝説へ…』発売

13日（1875年）

すべての国民が姓を名
乗ることを義務づけら
れる。

「平民苗字必称
義務令」布告

世界初の
レトルトカレー発売

14日（1946年）

世界初のデジタル電子
計算機（コンピュータ）
がアメリカのペンシル
バニア大学で公開され
る。

世界初の
コンピュータ公開

15日（2005年）

アメリカのカリフォルニ
ア州で設立されたサー
ビス。初めて動画が投稿
されたのは同年4月23
日である。

「YouTube」が
スタート

16日（1883年）

東京気象台が、ドイツ人
気象学者の指導の下、7
色刷りの日本初の天気
図を作成する。

日本初の
天気図を作成

19日（1907年）

警視庁が日本初の自動
車運転規則「自動車取
締規則」を制定。スピー
ド制限等が定められる。

日本初の自動車
運転規則制定

20日（1997年）

大阪市西区にある多目
的ドーム球場兼複合レ
ジャー施設。2006年か
ら呼称が京セラドーム
大阪になった。

大阪ドームが
完成

21日（1872年）

「毎日新聞」の前身。現存
する日刊紙では最も古
い歴史を誇る。世界初の
新聞戸別配達を実施し
た。

「東京日日新聞」
が創刊

22日（1989年）

佐賀県教育委員会の発
掘調査で、吉野ヶ里に弥
生時代の大集落が存在
していた事が確認。

「吉野ケ里遺跡」が
確認される

25日（1978年）

『未知との遭遇』が公開
され、SF映画ブームの火
付け役に。同年に『スタ
ーウォーズ』も公開され
ている。

『未知との遭遇』が
日本で公開

26日（1914年）

太平洋と大西洋を連絡
する運河。当初はフラン
ス人技師が工事を進め
ていたが失脚。アメリカ
が引き継ぎ完成させた。

パナマ運河開通

5日（1920年）

「大学令」が施行され、慶
應義塾大学と早稲田大
学が初の私立大学とし
て許可される。

私立大学が認可
6日（2011年）

日本相撲協会は2011年
春場所の中止を決定。本
場所中止は65年ぶり
で、不祥事を理由とした
中止は初。

大相撲
八百長問題

11日（1889年）

これを祝い考え出され
てたのが「万歳」の発声
で、この日初めて「万歳
三唱」が行われる。

「大日本帝国憲法」
が発布

12日（1968年）

レトルトカレーの『ボン
カレー』が大塚食品から
発売。初めは阪神地区で
限定販売であった。翌年
5月から全国で販売。

17日（1925年）

エジプトで発見。純金製
の棺桶など3000点以
上の品々が埋葬されて
おり、「世紀の発見」と言
われた。

ツタンカーメン王
の墓が発見される

18日（1950年）

「さっぽろ雪まつり」の
第1回大会が開会。6つ
の石像を札幌市の中
学・高校の生徒が制
作。

第 1回
雪まつり開会

23日（1977年）

宇宙開発事業団が種子
島宇宙センターから打
ち上げた技術試験衛星。
日本初の静止衛星。

「きく 2号」が
打ち上げ

24日（1958年）

子供たちに圧倒的な支
持を受けた正義の味方。
平均視聴率は40％、最
高で67.8％の記録を残
す。

『月光仮面』の
放送開始

27日（2005年）

東北新幹線の十和田駅 
から新青森駅間にある
新幹線専用かつ世界最
長の陸上トンネルで、全
長26㎞を超える。

八甲田トンネル
が貫通

28日（1964年）

週刊少年サンデーで『オ
バケのQ太郎』の連載が
始まる。その後アニメ化
され、ブームとなる。

『オバケのQ太郎』
連載開始

2月（如月・February）

(８)  




